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国
内
法
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処
罰
の
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題

第

四

章

お

わ

り

に

戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
は
、
国
際
人
道
法
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
の
―
つ
で
あ
る
。
戦
争
犯
罪
は
、
以
前
は
戦
時
犯
罪

ま
た
は
戦
時
重
罪
と
呼
ば
れ
、
法
益
を
侵
害
さ
れ
た
紛
争
当
事
国
と
犯
罪
人
の
間
で
関
係
を
持
ち
、
自
国
の
軍
事
法
あ
る
い
は
刑
法
で
処

(2) (1) 

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

上

地

瑠

美

子

八
四

（
一
六
七
二
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

の
で
あ
ろ
う
か
。

せ
た
。

八
五

（
一
六
七
三
）

一
般
に
そ
の
国
の
国
内

(
1
)
 

罰
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
と
異
な
る
方
法
が
取
ら
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
行
わ

れ
た
、
ド
イ
ツ
及
び
日
本
の
戦
争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
国
際
軍
事
裁
判
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
及
び
東
京
裁
判
は
、

国
際
軍
事
裁
判
所
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
制
度
は
進
展
を
見

一
九
四
九
年
八
月
―
二
日
戦
争
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
（
以
下
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
）
及
び
そ
れ
に
追

加
さ
れ
る
一
九
七
七
年
第
一
議
定
書
（
以
下
、
第
一
追
加
議
定
書
）
に
お
い
て
は
、
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
保
護
対
象
に
対
す
る
一
定

の
違
反
行
為
を
「
重
大
な
違
反
行
為
」
と
定
め
、
各
締
約
国
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
違
反
者
を
自
国
で
訴
追
す
る
か
あ
る
い
は
関
係
締
約

(
2
)
 

国
に
引
き
渡
す
義
務
を
課
し
、
普
遍
主
義
的
管
轄
権
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
進
展
は
い
ず
れ
も
国
際
的
武
力
紛
争
の
過
程
で

(
3
)
 

行
わ
れ
た
戦
争
犯
罪
の
処
罰
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦
争
犯
罪
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
は
、
条
約
規
則
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
三
条
（
以
下
、
共
通
三
条
）

(
4
)
 

及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
一
九
七
七
年
第
二
議
定
書
（
以
下
、
第
二
追
加
議
定
書
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
共
通
三
条
に
も

(
5
)
 

第
二
追
加
議
定
書
に
も
処
罰
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
そ
の
違
反
者
を
処
罰
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
非
国
際
的

武
力
紛
争
の
場
合
は
、
と
く
に
反
徒
は
敵
対
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
が
国
内
法
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、

法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
国
連
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
、
安
保
理
）

の
決
議
に
よ
る
二
つ
の
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
置
を

契
機
と
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦
争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
つ
の
国
際
刑
事
裁
判
所
の
ひ
と
つ
は
一
九
九
三
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
設
置
さ
れ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判

所
（
以
下
、

I
C
T
Y
)
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
一
九
九
四
年
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ア
ル
ウ
シ
ャ
に
設
置
さ
れ
た
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁



(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

藤
田
久
一
『
国
際
人
道
法
[
再
増
補
]
」
有
信
堂
、
二

O
O
一二年、

7
九
六
1

了
九
七
頁
o

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
か
ら
第
四
条
約
の
順
に
、
五

0
条
、
五
一
条
、
ニ
―

1
0
条
、
一
四
七
条
、
第
一
追
加
議
定
書
八
五
条
二
項
ー
四
項
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
内
戦
、
内
乱
、
国
内
武
力
紛
争
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
と
同
義
と
し
て
扱
う
。

そ
の
他
、
一
九
五
四
年
文
化
財
保
護
条
約
一
九
条
及
び
文
化
財
保
護
条
約
に
対
す
る
一
九
九
九
年
第
二
追
加
議
定
書
が
あ
る
。
な
お
、
化
学
兵

お
け
る
戦
争
犯
罪
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

判
所
（
以
下
、

I
C
T
R
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
力
紛
争
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
た
残
虐
行
為
に
つ
い
て
、
個
人
を

処
罰
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
裁
判
所
で
あ
る
。
と
く
に
、

I
C
T
Y
に
お
い
て
審
理
さ
れ
た
タ
ジ
ッ
チ
事
件
の
管
轄

権
に
関
す
る
上
訴
裁
判
部
判
決
（
以
下
、
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け

る
戦
争
犯
罪
の
問
題
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適

用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
違
反
に
対
し
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
は
慣
習

(
6
)
 

法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
六
年
に
採
択
さ
れ
た
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
の

最
終
草
案
、
そ
し
て
一
九
九
八
年
に
採
択
さ
れ
た
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
、

I
C
C
)
規
程
に
も
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争

(
7
)
 

犯
罪
の
規
定
が
お
か
れ
た
。
ま
た
、

I
C
T
R
に
お
い
て
は
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る

事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
分
野
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
急
速
に
発
展

し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
の
処
罰
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
と
比
較
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け

る
戦
争
犯
罪
は
、
多
く
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
ど
の
よ
う
な
行
為
が
戦
争
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
の
か
は
い
ま
だ
不
明
確
で

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
連
す
る
条
約
及
び
判
例
を
分
析
し
、
そ
の
上
で
非
国
際
的
武
力
紛
争
に

あ
り
、
ま
た
そ
の
認
定
基
準
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

八
六

（
一
六
七
四
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

共
通
三
条
が
成
立
す
る
以
前
は
、
政
府
が
反
徒
に
交
戦
団
体
承
認
を
与
え
た
場
合
に
の
み
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
国
際
人
道
法
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
一
―

0
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
は
一
度
も
使
わ
れ
ず
、

争
は
ま
す
ま
す
悲
惨
な
状
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
に
よ
っ
て
交
戦
団
体
承
認
が
与
え
ら
れ
な
く
と
も
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
国
際
人
道
法
を
適
用
す
る
方
法
が
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
以
下
、

I
C
R
C
)
に
よ
り
模
索
さ
れ
、
そ
の
結
果
成
立
し
た
の
が

(
9
)
 

共
通
三
条
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
草
案

(10) 

二
条
四
項
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
法
的
地
位
の
区
別
を
維
持
し
な
が
ら
、
条
約
全
体
を
後
者
に
適
用
す
る
案
で

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
三
条

一
、
関
連
条
約
第
二
章

器
禁
止
条
約
及
び
対
人
地
雷
禁
止
条
約
に
つ
い
て
は
、
「
い
か
な
る
場
合
に
も
」
適
用
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
非
国
際
的
武
力
紛
争

に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
糟
谷
英
之
「
内
戦
と
国
際
人
道
法
」
国
際
法
学
会
編
「
日
本
と
国
際
法
の
100
年
」
第
一

0
巻
安
全
保
障

三
省
堂
、
二

0
0
一
年
、
二
ニ
―
頁
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
約
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

さ
ら
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
に
は
、
国
際
人
道
法
だ
け
で
は
な
く
人
権
法
も
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
検
討
は
別
の
機
会

に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

(
5
)

樋
ロ
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
個
人
の
処
罰
曰
」
『
琉
大
法
学
」
五
八
号
(
-
九
九
七
年
）
、
二

0
三
頁
。

(
6
)

本
稿
第
二
章
二
①
゜

(
7
)

本
稿
第
二
章
一
④
及
び
⑥
。

(
8
)

本
稿
第
三
章
三
。

関
連
条
約
及
び
判
例
の
分
析

八
七

（
一
六
七
五
）

一
方
で
非
国
際
的
武
力
紛



あ
っ
た
。
こ
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
最
大
限
に
条
約
の
適
用
を
及
ぼ
そ
う
と
い
う
案
は
強
い
反
対
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
限
定
さ
れ
た

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
全
体
を
適
用
す
る
か
、
も
し
く
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
定
義
を
せ
ず
に
適
用
さ
れ
る
条
約
内
容
を
限
定
す

る
か
の
二
つ
の
案
が
出
さ
れ
、
結
局
後
者
が
採
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
三
条
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
定
義
を
せ
ず
に
、
そ
の

か
わ
り
基
本
的
原
則
の
み
を
適
用
す
る
条
文
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
中
心
と

な
る
の
は
、
こ
の
共
通
三
条
で
あ
る
。
共
通
三
条
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
、
「
人
道
の
最

(11) 

低
限
の
規
則
」
と
し
て
紛
争
の
性
質
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
慣
習
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
共
通
一
―
一
条
に
は
多
く
の
問

題
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
適
用
さ
れ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
関
わ
る
。
ま
た
、
条
文
の
内
容
が
あ
ま
り

に
一
般
的
で
あ
り
、
大
幅
な
解
釈
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、
及
び
一
定
の
状
況
に
基
づ
く
規
定
の
欠
如
、
例
え
ば
捕
ら
え
ら
れ
た
戦
闘
員
の

扱
い
や
保
護
、
無
差
別
攻
撃
か
ら
の
文
民
の
保
護
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
共
通
三
条
の
違
反
者
に

対
す
る
処
罰
規
定
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
規
定
を
含
め
る
と
い
う
提
案
す
ら
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
非
国
際
的
武
力

紛
争
に
お
い
て
、
反
徒
は
ま
ず
国
内
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
共

通
一
―
一
条
の
問
題
点
を
改
善
し
、
欠
如
し
て
い
る
部
分
を
埋
め
る
必
要
性
か
ら
検
討
さ
れ
た
の
が
第
二
追
加
議
定
書
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
議
定
書
は
、

(12) 

議
で
採
択
さ
れ
た
。
外
交
会
議
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
民
族
解
放
戦
争
を
国
際
的
武
力
紛
争
と
し
て
扱
う
か
否
か
が
大
き
な
争
点
の
ひ
と

つ
と
な
っ
た
。
結
局
、
民
族
解
放
戦
争
は
一
定
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
よ
り
第
一
追
加
議
定
書
の
適
用
を
受
け
る
国
際
的
武
力
紛
争
と

し
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
民
族
解
放
戦
争
を
国
際
的
武
力
紛
争
と
認
め
る
第
一
追
加
議
定
書
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
外
交
会

第
二
追
加
議
定
書

関
法
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五
五
巻
六
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九
七
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非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

罰
を
想
定
し
た
起
草
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

八
九

（
一
六
七
七
）

議
当
初
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
第
二
追
加
議
定
書
に
対
す
る
批
判
の
声
は
い
っ
そ
う
強
く
な
り
、
第
二
追
加
議
定
書
は
無
用
で
あ
る
と
い
う

主
張
も
出
て
き
た
。
そ
の
う
え
、
最
後
に
三
つ
の
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
条
文
を
一
ま
と
め
に
し
て
み
る
と
、
第
二
追
加
議
定
書
の
条
文

数
は
全
部
で
四
九
条
に
ま
で
達
し
、
内
容
も
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
多
く
の
国
は
困
惑
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
第
一
追
加

議
定
書
の
全
条
文
の
採
択
が
終
わ
っ
た
後
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
り
第
二
追
加
議
定
書
簡
略
化
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
か
な
り

の
条
文
が
削
除
さ
れ
二
八
か
条
と
な
っ
た
。
削
除
さ
れ
た
条
文
は
、
主
に
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
や
権
利
義
務
を
明
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
反
徒
に
政
府
と
同
等
の
地
位
を
与
え
る
か
の
印
象
を
受
け
る
条
文
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
害
敵
手
段
に
関
す
る
規
則

も
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
紛
争
当
事
者
」
の
語
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
第
二
追
加
議
定
書
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
い
る

義
務
を
誰
が
負
う
の
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
共
通
三
条
よ
り
か
な
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る

が
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
比
較
す
る
と
不
十
分
な
点
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
共
通
三

条
が
か
か
え
る
問
題
を
克
服
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
共
通
三
条
が
適
用
さ
れ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
一
切
の
条
件
を
課
し
て

い
な
い
の
に
対
し
て
、
第
二
追
加
議
定
書
で
は
か
な
り
高
い
敷
居
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
適
用
を
受
け
る
の
は
密
度
の
高

い
武
力
紛
争
で
し
か
も
政
府
と
反
徒
間
の
紛
争
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
二
追
加
議
定
書
は
I
C
T
R
規
程
や
I
C
C
規
程

に
条
文
の
内
容
の
一
部
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
規
則
と
し
て
は
共
通
三
条
と
並
ん
で
最
も
重
要
で
あ

違
反
者
に
対
す
る
処
罰
に
つ
い
て
は
、
第
二
追
加
議
定
書
は
共
通
三
条
と
同
様
に
規
定
し
て
い
な
い
。
刑
事
訴
追
に
関
す
る
規
定
で
あ

る
六
条
は
、
国
内
法
違
反
と
し
て
処
罰
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
も
そ
の
違
反
者
の
処

る。



る
。
そ
こ
で
は
「
ハ
ー
グ
規
則
は
、

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
、

T
Y
の
事
項
的
管
轄
に
つ
い
て
、
「
法
律
な
け
れ
ば
犯
罪
な
し

(i) 
(3) 
な
っ
た
の
が
、

I
C
T
Y
規
程
及
び

I
C
T
R
規
程
で
あ
っ
た
。

一
方
、
こ
の

I
C
T
Y
規
程
草
案
に
対
し
て

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
、
ま
さ
に
そ
の
違
反
者
を
処
罰
す
る
規
定
を
お
く
こ
と
で
問
題
と

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
T
Y
)
規
程
及
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
T
R
)
規
程

I
C
T
Y
及
び

I
C
T
R
の
設
置
時
に
、
そ
れ
ら
の
規
程
と
関
連
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
め

ぐ
る
い
く
つ
か
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
I
C
T
Y
規
程
の
議
論
を
み
て
い
く
。

I
C
T
Y
規
程

(

9

(

1

4

)

 

I
C
T
Y
は
、
安
保
理
決
議
八

0
)
に
よ
っ
て
設
置
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
決
議
八
二
七
に
よ
っ
て
正
式
に
設
置
さ
れ
た
。
国
連
事
務

(15) 

総
長
は
決
議
八

0
八
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
ニ
に
基
づ
い
て
、

I
C
T
Y
規
程
の
条
文
解
説
を
含
む
報
告
書
を
提
出
し
た
。
同
報
告
書
は
、

I
C

の
原
則
に
よ
り
、
国
際
裁
判
所
は
疑
い

な
く
慣
習
法
と
な
っ
て
い
る
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
し
た
上
で
、
国
際
人
道
法
を
列
挙
し
て
い
絞
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
、

一
九

0
七
年
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
及
び
一
九
四
五
年
八
月
八
日
国
際
軍
事
裁
判

所
条
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
い
て
、
国
連
事
務
総
長
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
説
明
し
て
、

(17) 

規
程
草
案
二
条
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
説
明
し
て
、
規
程
草
案
一
―
一
条
を
示
し
て
い

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
含
ま
れ
る
国
際
人
道
法
の
側
面
も
含
む
」
と
し
、
そ
の
違
反
に

対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
、
裁
判
所
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
六
条
間
は
、
国
際
法
の
下
で
、

(18) 

有
罪
で
あ
る
個
人
が
処
罰
さ
れ
る
戦
争
犯
罪
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
で

は
、
と
く
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

I
C
R
C
は
「
現
行
の
国
際
人
道
法
に
よ
れ
ば
、
戦
争
犯
罪
の
概
念
は
国
際
的
武
力
紛
争
の
状
況
に
限
ら
れ
る
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て

(19) 

い
る
。

(20) 

次
に
、
決
議
八
二
七
に
対
す
る
安
保
理
理
事
国
の
見
解
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、

九

（
一
六
七
九
）

フ
ラ
ン
ス
は
「
規
程
三
条
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る

『
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
」
は
、
特
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
内
で
犯
罪
が
行
わ
れ
た
当
時
、
効
力
を
有
し
て
い
た
国
際
人
道
法
規
則

(21) 

か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
義
務
を
含
む
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
「
規
程
三
条
に
お
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
『
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
』
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
、
効
力
を
有
し
て
い
た
国

際
人
道
法
規
則
に
お
け
る
す
べ
て
の
義
務
を
含
み
、
そ
の
中
に
は
共
通
三
条
及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
議
定
書
も

含
ま
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
紅
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
規
程
三
条
に
お
け
る
『
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
」
へ
の
言
及
は

適
用
で
き
る
国
際
条
約
を
含
む
の
に
十
分
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

I
C
T
Y
規
程
三
条
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定

書
が
含
ま
れ
る
と
い
う
理
解
を
明
確
に
示
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
見
解
と
反
対
の
立
場
と
し
て
、
国
連
戦

争
犯
罪
委
員
会
の
見
解
が
あ
る
。
同
委
員
会
は
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
「
国
内
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
で
、
普
遍
的
管
轄

権
が
存
在
す
る
の
は
人
道
に
対
す
る
罪
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
だ
け
で
あ
り
、
「
戦
争
犯
罪
の
概
念
を
含
む
国
内
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ

(24) 

る
慣
習
国
際
法
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

I
C
T
Y
規
程
三
条
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
戦
争
の
法
規
又

は
慣
例
に
対
す
る
違
反
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
で
あ
り
、
国
内
的
武
力
紛
争
で
行
わ
れ
た
犯
罪
で
は
な
い
」
と

述
べ
て
い
紅
。
こ
こ
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
つ
い
て
個
人
は
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
な
い
こ
と

安
保
理
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
の
性
質
を
あ
ら
か
じ
め
決
定
す
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
、

I
C
T
Y
規
程
に
は
明
示
的
に
非
国
際



的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
見
解
の
不
一
致
を
招
く
結
果
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

I
C
T
R
規
程

一
方
で

I
C
T
R
規
程
に
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
明
記
さ
れ
た
。
そ

(26) 

I
C
T
R
は
、
安
保
理
決
議
九
五
五
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。

I
C
T
R
に
つ
い
て
は
、
当
時
安
保
理
理
事
国
で
あ
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
政

府
の
要
請
に
よ
っ
て
設
置
が
準
備
さ
れ
た
。

I
C
T
R
規
程
は
ル
ワ
ン
ダ
政
府
を
交
え
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

(27) 

し
て
、

I
C
T
Y
規
程
を
モ
デ
ル
と
し
て
草
案
が
作
ら
れ
た
。
や
は
り
I
C
T
R
規
程
に
お
い
て
も
、
そ
の
事
項
的
管
轄
を
め
ぐ
っ
て
議

(28) 

論
が
あ
っ
た
。

I
C
T
R
規
程
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
を
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
普
遍
的
管
轄
権

の
対
象
で
は
な
く
、
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
含
め
る
べ
き
か
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ル

ワ
ン
ダ
政
府
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
だ
け
を
I
C
T
R
の
事
項
的
管
轄
の
対
象
と
し
て
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
と
人

(29) 

道
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
国
内
裁
判
所
で
審
理
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
他
の
安
保
理
理
事
国
は
そ
れ
に
反
対
し
た
。
結
局
、

I

C
T
R
規
程
四
条
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(30) 

国
連
事
務
総
長
は
決
議
九
五
五
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
に
基
づ
い
て
報
告
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

I
C
T
R
規
程
は

I
C
T
Y

規
程
よ
り
も
適
用
法
規
の
選
択
に
お
い
て
、
よ
り
広
範
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
、
「
そ
れ
ら
[
適
用
さ
れ
る
法
]
が
慣
習
法
の
二
部
で
あ

る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
か
ら
犯
罪
の
行
為
者
個
人
の
刑
事
責
任
を
慣
習
上
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
関
係
な
く
、

I
C
T
R
の
管
轄
に

含
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
程
四
条
は
、
ま
だ
全
体
と
し
て
は
一
般
的
に
慣
習
法
の
一
部
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
第
二
追
加
議
定

(31) 

書
の
違
反
を
含
み
、
そ
し
て
は
じ
め
て
共
通
三
条
の
違
反
を
犯
罪
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
連
事
務
総
長
の
報
告
書
に
は
重
要

(ii) 

れ
で
は
次
に
、

I
C
T
R
規
程
を
め
ぐ
る
議
論
を
み
て
い
く
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

九

（
一
六
八

O
)



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

そ
の
後
、

な
点
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
適
用
法
規
に
つ
い
て
慣
習
法
と
し
て
確
立
し
て
い
る
規
則
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
そ
し
て
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
を
明
示
に
規
定
し
、
ま
た
共
通
三
条
の
違
反
を
は
じ
め
て
犯
罪
と
す
る
規
程

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

I
C
T
R
規
程
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
の
処

罰
に
つ
い
て
は
じ
め
て
規
定
し
た
条
約
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
問
題
に
つ
い
て
の
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
み
る
、
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
は
I
C
T
Y
規
程
及
び
I
C
T
R
規
程
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。

一
九
五
四
年
に
最
初
の
草
案
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
長
い
間
作
業
は
棚
上
げ
に
な
っ
て

一
九
八
一
年
に
法
典
の
作
成
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
国
際
法
委
員
会
（
以
下
、

I
L
C
)
は、

(32) 

一
次
法
典
案
を
採
択
し
た
。
そ
の
と
き
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

第
一
次
法
典
案
で
は
、
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
は
二
二
条
に
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
。
ニ
―
一
条
は
、
戦
争
犯
罪
を
国
際
的
武
力
紛
争
で
行
わ

れ
る
も
の
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
で
行
わ
れ
る
も
の
に
区
別
せ
ず
、
た
だ
「
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
」
の
違
反
と
規
定
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、

I
L
C
は
「
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
三
条
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

(33) 

何
ら
か
の
解
釈
上
の
曖
昧
さ
が
あ
る
ほ
う
が
便
利
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
武
力
紛
争
に

(34) 

適
用
さ
れ
る
国
際
法
」
に
は
少
な
く
と
も
共
通
三
条
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
第
一
次
草
案
の

コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
『
武
力
紛
争
』
と
い
う
文
言
は
、

九

（
一
六
八
一
）

一
九
九
一
年
の
第
一
読
会
で
第

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
共
通
三
条
に
含
ま
れ
る
非
国
際
的
武
力

(35) 

紛
争
も
含
む
」
と
さ
れ
て
お
り
、
二
ニ
条
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
も
含
む
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
か
ら
I
L
C
は
第
二
読
会
に
入
り
、
第
一
三
報
告
書
の
検
討
を
行
っ
た
。
特
別
報
告
者
の
提
案
し
た
二
ニ
条
草

、
こ
5
ヽ

し

t
ヵ

‘ー、4
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人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
は
、

人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案



案
は
、
戦
争
犯
罪
を
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
」
と
「
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る
違
反
」
に
わ
け
て
い

た
。
こ
の
「
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る
違
反
」
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
は
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

I
L
C
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
中
に
第
二
追
加
議
定
書
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ(36) 

う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
が
普
遍
的
管
轄
権
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
主
な
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

I
L
C
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
第
二
追
加
議
定
書
は
「
国
家
間
の
行
為
の
み
を
規
律
あ
る
い
は
禁
止
し
て
い
る
」
条
約
と
理
解
さ
れ

(37) 

て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
草
案
に
は
第
二
追
加
議
定
書
四
条
の
違
反
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(38) 

一
九
九
六
年
の

I
L
C
第
四
八
会
期
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
最
終
草
案
は
二

0
条
で
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
規
定
し
、

そ
の
中
に
明
確
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
終
採
択
草
案
二

0
条
の
内
容
を
簡
潔

に
見
て
み
る
と
、
ま
ず
い
か
ら
い
ま
で
国
際
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
規
定
し
、
次
に
（
は
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る

違
反
、
そ
し
て
（
に
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
下
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
に
対
す
る
違
反
を
規
定
し
て
い
る
。

な
お
、
④
は
「
武
力
紛
争
の
場
合
」
に
行
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の

違
反
に
関
し
て
は
、
二

0
条

m及
び
⑧
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(39) 

コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
二

0
条
（
の
各
条
項
は
、
共
通
三
条
あ
る
い
は
第
二
追
加
議
定
書
四
条
に
含
ま
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
I
C
T
R
規
程
を
参
考
と
し
て
い
紅
。
ま
た
①
は
第
一
追
加
議
定
書
三
五
条
三
項
及
び
五
五
条
一
項
に
含
ま
れ
る
内
容

で
あ
る
。
二

0
条
①
は
「
武
力
紛
争
に
際
し
て
軍
事
的
必
要
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
、
広
範
囲
に
わ
た
る
、
長
期
的
及
び
重
大
な

自
然
環
境
の
損
傷
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
り
住
民
の
健
康
又
は
生
存
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
意
図
を
も
っ
た
戦
闘
の
方
法
又
は
武
器

の
使
用
を
す
る
こ
と
な
ら
び
に
実
際
に
そ
う
し
た
損
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
」
を
戦
争
犯
罪
と
し
て
規
定
し
て
い
が
和
。
こ
こ
に
い
う
「
武

最
終
草
案
は
、

関
法
第
五
五
巻
六
号

九
四

（
一
六
八
二
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

力
紛
争
の
場
合
」
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
は
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

九
五

（
一
六
八
三
）

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
「
国
際
法
委
員
会
は
、

こ
の
タ
イ
プ
の
行
為
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
て
も
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
て
も
、
本
法
典
に
含
ま
れ
る
戦

(42) 

争
犯
罪
を
構
成
す
る
と
考
え
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
図
は
「
こ
れ
ま
で
の
条
項
と
は
対
照
的
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
行
為
が
、
現

行
の
国
際
法
の
下
で
必
ず
戦
争
犯
罪
を
構
成
す
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
『
国
際
人
道
法
の
違
反
」
と
い
う
表

(43) 

現
を
使
用
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
に
つ
い
て
は
本
法
典
に
お
い
て
の
み
戦
争
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、
「
国
内
武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
法
の
違
反
」

に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
委
員
会
は
注
目
す
る
」

(44) 

と
い
う
見
解
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
二

0
条
が
適
用
さ
れ
う
る
の
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
次
の
す
べ
て
の
戦
争

犯
罪
は
、
組
織
的
方
法
で
、
ま
た
は
大
規
模
に
犯
さ
れ
た
場
合
、
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
を
構
成
す
る
」
と
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
最
終
草
案
に
お
い
て
は
大
体
に
お
い
て
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
区
別
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
つ
い
て
第
二
追
加
議
定
書
一
条
二
項
の
よ
う
な
適
用
の
敷
居
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
最
終
草
案
九
条
は
、
本
法
典
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
（
侵
略
の
罪
を
除
く
）
を
犯
し
た
と
申
し
立
て
ら
れ
た
も
の
が
「
そ
の
領
域

に
い
る
当
事
国
は
、
そ
の
も
の
を
引
渡
し
ま
た
は
訴
追
す
る
の
に
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
権
に
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
は
、
重
大
な
違
反
行
為
に
該
当
す
る
内
容
の
条
項
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
そ
の
他
の
重
大
な

違
反
を
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
に
普
遍
的
管
轄
権
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典

は
、
各
国
に
よ
る
処
罰
と
同
時
に
国
際
裁
判
所
に
よ
る
処
罰
も
想
定
し
て
い
る
。
次
に
見
る
I
C
C
の
設
置
に
向
け
た
準
備
作
業
は
こ
の



国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
検
討
を
経
て
、
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て

I
C
C
規
程
草
案
が
提

出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
九
九
八
年
に
ロ
ー
マ
に
お
け
る
国
連
外
交
会
議
（
以
下
、

(46) 

規
程
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

ま
ず
、

I
C
C
規
程
採
択
に
い
た
る
ま
で
の
議
論
を
み
て
い
き
た
い
。

I
L
C
草
案
二

0
条
は
「
裁
判
所
の
管
轄
権
内
の
犯
罪
」
に
関

す
る
規
定
で
あ
り
、
そ
の
い
に
「
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
規
又
は
慣
例
の
重
大
な
違
反
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

I
L
C
は
、
い
に
含

ま
れ
る
も
の
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
第
一
追
加
議
定
書
に
お
け
る
重
大
な
違
反
行
為
、
そ
し
て
ハ
ー
グ
規
則
の
違
反
を
挙
げ
て

(47) 

お
り
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
、

I
L
C
草
案
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
に

よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
二

0
条
い
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
も
含
め
る
か
に
つ
い
て
は
意

見
が
分
か
れ
た
。
そ
れ
を
含
め
る
こ
と
を
支
持
す
る
も
の
は
、
武
力
紛
争
の
現
状
、

I
C
T
R
規
程
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ

I
C
C
の
設
置
に
向
け
た
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、

I
C
C
規
程
に
お
い
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
対
象
犯
罪
に
含
め
る
こ
と
に
は
争
い
が
あ
り
、

す
べ
て
の
国
が
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

I
C
T
Y
及
び

I
C
T
R
が
特
定
の
紛
争
と
結
び
つ
い
て
設
置
さ
れ
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク

な
国
際
刑
事
裁
判
所
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

I
C
C
は
常
設
的
国
際
刑
事
裁
判
所
で
あ
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人

道
法
の
違
反
が
こ
の
よ
う
な
常
設
的
国
際
刑
事
裁
判
所
の
対
象
犯
罪
に
含
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

I
C
C
の
設
置

(45) 

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
構
想
は
あ
っ
た
が
長
い
間
結
実
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

I
C
T
Y
及
び
I
C
T
R
の
設
置
に
刺
激
を
受
け
て
、

最
終
草
案
の
採
択
に
後
押
し
さ
れ
て
す
す
め
ら
れ
た
。

、1
’5
 

J
ー

9

国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
C
)
規
程

関
法
第
五
五
巻
六
号

一
九
九
四
年
に

I
L
C
に
よ
る
I
C
C
規
程
草
案
（
以
下
、

I
L
C
草
案
）
が

ロ
ー
マ
会
議
）

で
審
議
さ
れ
た
結
果
、

I
C
C

九
六

（
一
六
八
四
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

九
七

（
一
六
八
五
）

る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
含
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
共
通
三
条
の
慣
習
法
と
し
て
の
地
位
を
認
め
た
I
C
T
Y
に
お
け
る
判
例
に
注
目
し
た

(48) 

が
、
反
対
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
が
犯
罪
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
自
国
の
主
権
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。

I
C
C
規
程
草
案
の
作

成
作
業
は
、
そ
の
後
準
備
委
員
会
に
舞
台
が
移
さ
れ
た
。
準
備
委
員
会
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反

を
対
象
犯
罪
と
す
る
案
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ス
イ
ス
案
と
ア
メ
リ
カ
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
共
通
三
条
を
含
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ス
イ
ス
案
が
第
二
追
加
議
定
書
も
含
む
詳
細
な
内
容
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
共
通
三
条

(49) 

の
違
反
に
限
定
す
る
提
案
を
し
た
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
対
象
犯
罪
と
す
る
こ
と
に
多
く
の
国
が

賛
成
し
た
が
、
中
国
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

ロ
シ
ア
な
ど
は
そ
の
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
、

I
C
C
規
程
草

(50) 

案
に
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
含
め
な
い
と
す
る
選
択
肢
が
お
か
れ
て
い
た
。

準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
I
C
C
規
程
草
案
は
、

ロ
ー
マ
会
議
に
検
討
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ
会
議
は
一
九
九
八
年
六

月
一
五
日
か
ら
七
月
一
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
対

(51) 

象
犯
罪
に
含
め
る
こ
と
は
大
き
な
争
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
含
め
る
こ
と
に
依
然
と
し
て
反
対
の
態
度
を
と
る
国
も
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
し
か
し
、
共
通
三
条
の
違
反
を
含
め
る
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
の
国
が
賛
成
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る
違

(52) 

反
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
国
も
多
か
っ
た
。
八
条
二
項
い
は
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

(53) 

る
が
、
そ
れ
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
る
意
見
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
適
用
法
規
に
関
し
て
国
際
的
武
力

紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
差
を
狭
め
よ
う
と
す
る
考
え
か
ら
、
八
条
二
項
⑯
に
あ
る
、
「
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
で
き
る

法
規
及
び
慣
例
の
他
の
重
大
な
違
反
」
に
つ
い
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
適
用
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
が
こ
れ
は
多
く
の
国
の
反
対

に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
別
個
の
枠
組
み
で
規
律
す
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ



I
C
C
規
程
に
お
い
て
、
戦
争
犯
罪
は
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
八
条
二
項
い
か

ら
い
及
び
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
紅
。
な
お
、
八
条
は
個
人
の
刑
事
責
任
の
追
及
が
慣
習
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
内
容
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
い
は
共
通
三
条
の
重
大
な
違
反
が
規
定
さ
れ
て
い
酎
。
い
は
「
国
際
法
の
確
立
し
た
枠
内
に
あ
る
国
際

的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
に
適
用
可
能
な
法
規
及
び
慣
例
の
そ
の
他
の
重
大
な
違
反
」
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

第
二
追
加
議
定
書
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
い
の
中
で
特
に
言
及
し
て
お
く
べ
き
規
定
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
伺
人
道
的
支
援
及

び
国
連
憲
章
に
基
づ
く
平
和
維
持
活
動
に
携
わ
る
人
物
及
び
も
の
に
対
す
る
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
規
定
は
共
通
三
条
に
も
第
二

追
加
議
定
書
に
も
な
い
。
こ
れ
は
国
連
要
貝
及
び
関
連
要
員
の
安
全
に
関
す
る
条
約
と
関
連
す
る
。
い
は
強
姦
及
び
そ
の
他
の
性
的
暴
力

の
形
態
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

I
C
C
規
程
が
採
択
さ
れ
た
後
で
あ
る
が
、
ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
（
後
述
）
に
お
い
て
も
、
強

(58) 

姦
は
共
通
三
条
一
項
い
の
違
反
を
構
成
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
似
「
背
信
的
に
敵
対
す
る
戦
闘
員
を
殺
傷
す
る
こ
と
」

内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

れ
た
と
い
え
る
。
個
々
の
規
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
害
敵
手
段
の
規
制
に
関
す
る
規
則
を
非
国
際
的
武
力

一
定
の
害
敵
手
段
の
規

紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
に
含
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、

I
C
C
規
程
草
案
に
選
択
肢
と
し
て
お
か
れ
て
い
た
害
敵
手
段
の
規
制
は
、

(54) 

七
月
六
日
に
ロ
ー
マ
会
議
に
提
出
さ
れ
た
提
案
に
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

制
に
対
す
る
違
反
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
戦
争
犯
罪
に
含
め
る
案
が
、
採
択
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
「
一
五
歳
未
満
の
児
童
の
軍
隊
又
は
武
装
集
団
へ
の
徴
募
」
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
る
児
童
の
年
齢
を
め
ぐ
っ
て
若
干

(55) 

議
論
に
な
っ
た
が
、
各
国
の
強
い
要
請
が
あ
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
戦
争
犯
罪
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
局
、

I
C
C
規

程
に
お
い
て
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
規
定
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
に
、

I
C
C
規
程
の

関
法
第
五
五
巻
六
号

九
八

（
一
六
八
六
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

九
九

（
一
六
八
七
）

及
ぴ
い
「
助
命
を
許
さ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
」
は
、
第
二
追
加
議
定
書
の
起
草
過
程
の
段
階
で
は
お
か
れ
て
い
た
が
最
終
的
に
削

(59) 

除
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
向
に
つ
い
て
は
「
敵
対
す
る
戦
闘
員
」

(
c
o
m
b
a
t
a
n
t
a
d
v
e
r
s
a
r
y
)

と
い
う
文
言
が
慎
重
に
選
択
さ
れ
た
。
そ

れ
は
「
敵
の
戦
闘
員
」

(
e
n
e
m
y
c
o
m
b
a
t
a
n
t
)

と
い
う
文
言
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
合
法
的
「
戦
闘
員
」
の
概

(60) 

念
が
存
在
す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
い
に
つ
い
て
は
、
若
干
第
二
追
加
議
定
書
の
枠
を

超
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
全
体
的
に
見
れ
ば
、
従
来
か
ら
あ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
枠
を

(61) 

そ
れ
ほ
ど
超
え
て
い
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
行
為
す
べ
て
が
戦
争
犯
罪
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
慣
習
法

と
し
て
確
立
し
て
い
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
、
⑯
及
び
（
は
、
い
及
び
い
の
規
定
は
「
暴
動
、
単
発
的
及
び
散
発
的
な
暴
力

行
為
又
は
他
の
類
似
の
性
質
を
有
す
る
行
為
の
よ
う
な
、
国
内
的
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
に
は
適
用
し
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

第
一
一
追
加
議
定
書
一
条
二
項
か
ら
引
用
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
に
つ
い
て
は
、
い
二
項
「
政
府
当
局
と
組
織
的
武
装
集
団
と
の

(62) 

間
ま
た
は
そ
れ
ら
集
団
間
で
の
長
期
化
し
た
武
力
紛
争
が
あ
る
場
合
」
に
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
八
条
の
適
用
の
敷
居
は
、
第
二
追

加
議
定
書
一
条
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
敷
居
と
比
較
す
る
と
か
な
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
に
は
第
二
追
加
議
定
書
の

内
容
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、

I
C
C
に
お
い
て
は
第
二
追
加
議
定
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る
敷
居
で
は
な
く
、

I
C
C
に
規
定
さ
れ
て
い
る

(63) 

敷
居
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
三
項
に
は
政
府
の
治
安
維
持
の
権
限
に
い
及
び
い
が
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
追
加
議
定
書
三
条
一
項
に
お
か
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
不
干
渉
」
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
お
か

(64) 

れ
た
の
は
、

I
C
C
に
よ
っ
て
自
国
の
主
権
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
を
危
惧
す
る
国
と
妥
協
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
規

定
は
各
国
に
自
国
の
治
安
維
持
及
び
回
復
の
権
限
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
I
C
C
規
程
上
の
責
任



に
対
し
て
、

(i) 
関
連
条
約
の
内
容
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
解
釈
な
ら
び
に
そ
の
違
反
を
め
ぐ
る
問

タ
ジ
ッ
チ
事
件
は
、

I
C
T
Y
に
お
い
て
最
初
に
審
理
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
本
件
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
わ
る
事
態
で
あ
る
と

判
断
し
た
上
で
審
理
し
た
の
は
第
一
審
裁
判
部
中
間
判
決
（
管
轄
件
に
関
す
る
判
決
）
、
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
及
び
第
一
審
本
案
判
決

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
観
点
か
ら

I
C
T
Y
規
程
二

条
及
び
三
条
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

I
C
T
Y
規
程
二
条
の
解
艇

は
じ
め
に
、
上
訴
裁
判
部
は

I
C
T
Y
規
程
二
条
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
ま
ず
I
C
T
Y
規
程
二
条
は
、

I
C
T
Y

一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
管
轄
権
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

I
C
T
Y
規
程
二
条
か
ら
五
条
ま
で
は
管
轄
権
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
犯
罪
の
定
義
及
び
創
設
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

I
C
T
Y
規
程
二
条
で
言
及
さ
れ
て
い
る
重
大
な
違
反
行
為
の
内
容
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
は
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
一
定
の
違
反
行
為
に
対
し

て
締
約
国
が
そ
れ
ら
の
責
任
に
つ
い
て
訴
追
す
る
義
務
を
負
う
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
言
い
換
え
れ
ば
、
締
約
国
の
間
に
普
遍
的
で

(67) 

義
務
的
な
刑
事
管
轄
権
を
創
設
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
は
、
「
国

際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
そ
れ
ら
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
の
み
普
遍
的
義
務
的
管
轄
権
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
広
く
認

題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
判
例
を
み
て
い
く
。

,
I
’
 

ー
9

9

 

(65) 

I
C
T
Y
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決

二
、
判

例

関
法
第
五
五
巻
六
号

1
0
0
 
（
一
六
八
八
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

以
上
の
よ
う
な
規
程
上
の
解
釈
に
対
し
て
、

ア
ビ
・
サ
ー
ブ

1
0
 

（
一
六
八
九
）

(68) 

識
さ
れ
て
い
る
」
。
上
訴
裁
判
部
は
、
そ
れ
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
す
る
。
つ
ま
り
、
重
大
な
違
反
行
為
の

制
度
の
適
用
に
お
い
て
「
国
際
的
武
力
紛
争
を
要
件
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
普
遍
的
管
轄
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
国
家
主
権
を
侵

害
す
る
と
い
う
点
か
ら
必
要
な
制
限
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
国
内
の
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、
他
の
国
が
審
理
す
る
こ
と
を
認

め
る
こ
と
を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
締
約
国
は
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
た
だ
、
上
訴
裁
判
部
は
、
こ
の
結
論
は
国
家
実
行
及
び

人
権
に
関
す
る
学
説
か
ら
見
て
最
近
の
動
向
と
一
致
す
る
と
は
思
わ
な
い
、
と
い
う
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た

法
廷
助
言
者
の
書
面

(
a
m
i
c
u
s
c
u
r
i
a
e
 brief)

は
、
「
I
C
T
Y
規
程
二
条
の
重
大
な
違
反
行
為
の
規
定
は
国
際
的
性
質
の
武
力
紛
争
と

(69) 

同
様
に
非
国
際
的
性
質
の
武
力
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
共
通
三
条
の
違
反

も
、
重
大
な
違
反
行
為
に
含
め
て
い
る
。
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
に
お
い
て
紛
争
当
事
者
間
で
結
ば
れ
た
一
九
九
二
年
一

0
月
一
日
の
協
定
は
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
の
枠
内
で
締
結
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
大
な
違
反
行
為
に
対
す
る
訴
追
及
び
処
罰
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
に
お
け
る
法
の
発
展
段
階
か
ら
見
れ
ば
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
行
為
に
の

み
適
用
さ
れ
る
と
判
断
す
る
。

(G. A
b
i
 ,
 
S
a
a
b
)

判
事
は
個
別
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

(70) 

本
件
に
お
い
て
は
、
判
決
が
示
し
た
事
例
を
根
拠
に
し
て
、

I
C
T
Y
規
程
二
条
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
で
き
た
と
考
え
る
。
そ

し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
は
、
戦
争
犯
罪
の
特
別
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
非
国
際

(71) 

的
武
力
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

伺

I
C
T
Y
規
程
三
条
の
解
飩

次
に
、
上
訴
裁
判
部
は
I
C
T
Y
規
程
三
条
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。

I
C
T
Y
規
程
三
条
は
戦
争
の
法
規
又
は
慣



例
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
例
示
さ
れ
て
い
る
行
為
以
外
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。
国
連
事
務
総
長
の
報
告

書
に
よ
れ
ば
、

ハ
ー
グ
規
則
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
も
含
む
。
し
た
が
っ
て
、
上
訴
裁
判
部
は
「
I
C
T
Y
規
程
一
―
一
条
は
、
規
程
二
条
の
範

(73) 

囲
内
に
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
の
『
重
大
な
違
反
行
為
』
を
除
く
、
国
際
人
道
法
に
対
す
る
す
べ
て
の
違
反
を
含
む
」
と
判
断
す
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
「
国
際
裁
判
所
の
設
立
に
関
す
る
決
議
の
採
択
に
続
い
て
安
保
理
に
お
い
て
行
わ
れ
た
議
論
か
ら
生
じ
た
」
と
考

(74) 

え
る
。
こ
の
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
I
C
T
Y
規
程
三
条
に
対
す
る
解
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
見
解
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
訴
裁
判
部
は
、

I
C
T
Y
規
程
三
条
に
共
通
三
条
の
違
反
も
含
ま
れ
る
と
判
断
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
上
訴
裁
判
部
は

I
C
T
Y
規
程
三
条
は
、
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
が
I
C
T
Y
に
お
い
て
審
理
さ
れ
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
次
に
、
上
訴
裁
判
部
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
国
際
人
道
法
に
お
け
る
慣
習
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
国
際
規
則
は
二
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
発
生
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
慣
習

(75) 

法
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
条
約
法
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
」
。
そ
こ
で
上
訴
裁
判
部
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
目
的

で
生
じ
た
い
く
つ
か
の
慣
習
法
を
示
す
前
に
、
武
力
紛
争
法
に
お
け
る
法
形
成
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
「
慣
習
規
則
あ
る
い
は
一
般
原
則
の
存
在
を
証
明
す
る
国
家
実
行
を
確
認
す

る
と
き
、
本
当
に
あ
る
規
則
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
背
い
て
い
る
か
を
証
明
す
る
た
め
に
、
戦
場
に
い
る
軍
隊
の

(76) 

実
際
の
行
動
を
正
確
に
指
摘
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
難
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
訴
裁
判
部
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争

に
適
用
さ
れ
る
慣
習
法
お
よ
び
一
般
原
則
を
証
明
す
る
実
行
と
し
て
、
次
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、

対
行
為
か
ら
の
文
民
の
保
護
の
た
め
に
な
さ
れ
た
国
際
人
道
法
の
適
用
に
関
す
る
合
意
と
実
行
で
あ
る
。
次
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛

争
や
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
紛
争
の
と
き
に
共
通
三
条
の
下
で
結
ば
れ
た
特
別
協
定
に
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の

関
法
第
五
五
巻
六
号

1
0
 

ス
ペ
イ
ン
内
乱
に
お
け
る
敵

（
一
六
九
0
)



(iii) 

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

基
本
的
規
則
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
コ
ン
ゴ
動
乱
時
の
首
相
の
声
明
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
を
遵
守
す
る
た

め
に
軍
事
目
標
主
義
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
ぺ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
国
際
人
道
法
の
遵
守
に
関
す
る
約
束
は
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
も
行
わ
れ
た
。
上
訴
裁
判
部
は
、
そ
の
他
に
も
、
国
際
機
関
に
よ
る
実
行
、
安
保
理
決
議
な
ど
を
挙
げ

る
。
こ
れ
ら
の
実
行
か
ら
、
上
訴
裁
判
部
は
、
「
国
家
実
行
は
、
国
際
慣
習
法
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
戦
闘
の
手
段
に
関
す
る
領
域
も
、

(77) 

国
内
武
力
紛
争
に
お
い
て
発
展
し
て
い
る
」
と
判
断
す
る
。
上
訴
裁
判
部
は
、
そ
れ
ら
の
規
則
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
も
の

に
似
て
い
る
が
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
う
ち
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
も
の
は
僅
か
で
あ
り
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ

る
規
則
は
そ
れ
ら
の
う
ち
一
般
的
か
つ
本
質
的
な
規
則
に
限
ら
れ
る
と
考
え
る
。

(78) 

個
人
の
刑
事
責
任

（
一
六
九
一
）

上
訴
裁
判
部
は
、

I
C
T
Y
規
程
二
条
及
び
三
条
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
を
行
っ
た
う
え
で
、
引
き
続
い
て
個
人
の
刑
事
責

任
の
問
題
を
検
討
し
た
。

上
訴
人
は
「
た
と
え
慣
習
国
際
法
が
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
両
方
に
適
用
さ
れ
る
基
本
的
原
則
を
含
む
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
違
反
行
為
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
禁
止
事
項
は
個
人
の
刑
事
責
任
を
伴
わ
な
い
」

(79) 

と
主
張
す
る
。
た
し
か
に
、
共
通
三
条
は
規
定
違
反
に
関
す
る
刑
事
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
裁
判
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
国
際
法
に
お
け
る
戦
争
規
則
の
明
白
な
承
認
、
そ
の
禁
止
を
犯
罪
化
す
る
意
思
を
示
す
国
家
実
行

（
政
府
当
局
や
国
際
組
織
の
声
明
を
含
む
）
、
そ
し
て
国
内
裁
判
所
や
軍
事
裁
判
所
に
よ
る
処
罰
」
が
見
ら
れ
る
場
合
、
処
罰
に
関
す
る
規

(80) 

定
が
欠
如
し
て
い
て
も
、
そ
の
違
反
に
つ
い
て
個
人
に
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
上
訴
裁
判
部
は
、
多
く
の
国

家
実
行
が
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
慣
習
法
に
対
す
る
重
大
な
違
反
を
犯
罪
化
す
る
意
図
を
示
し
て
い
る
と
し
て
、
該
当
す
る
事

1
 

0
1
――
 



内
裁
判
所
で
審
理
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
、

(T. 
Meron)
教
授
が
示
し
て
い
る
通
り
で

法
）
、
ベ
ル
ギ
ー
法
に
お
い
て
も
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

(

L

i

)

 

例
を
列
挙
す
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
紛
争
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
慣
習
法
及
び
原
則
の
重
大
な
違
反
に
つ
い
て
、
国

ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
イ
ギ
リ
ス
各
国
の
軍
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、

共
通
三
条
の
重
大
な
違
反
を
処
罰
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
刑
法
（
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

ソ
マ
リ
ア

に
関
す
る
安
保
理
決
議
（
七
九
四
及
び
八
―
四
）
に
お
い
て
も
、
国
際
人
道
法
の
違
反
を
行
っ
た
も
の
は
個
人
的
に
責
任
を
負
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
行
か
ら
、
上
訴
裁
判
部
は
、
共
通
三
条
に
対
す
る
重
大
な
違
反
及
び
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦

闘
手
段
や
方
法
に
関
す
る
基
本
的
規
則
の
違
反
行
為
に
対
し
て
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
判
断
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
、

I
C
T
Y
規
程
三
条
の
解
釈
及
び
そ
の
違
反
に
対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
の
判
断
に
対
し
て
、
リ

判
事
は
個
別
意
見
と
し
て
主
に
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
リ
判
事
は
判
決
の

I
C
T
Y
規
程
三
条
の
解
釈
は
あ
ま
り
に
も
広
範

(81) 

で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
は
、
メ
ロ
ン

あ
る
と
し
て
、
そ
の
論
文
を
援
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
陸
戦
の
法
規
又
は
慣
例
に
関
す
る
条
約
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
第
一

追
加
議
定
書
の
重
大
な
違
反
行
為
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
の
み
適
用
さ
れ
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
す
る
共
通
一
―
一
条
及
び
第
二
追
加

議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
普
遍
的
管
轄
権
が
生
じ
る
重
大
な
違
反
行
為
を
構
成
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

リ
判
事
は
戦
争
犯
罪
の
概
念
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、

I
C
R
C
の
I
C
T
Y

(83) 

規
程
草
案
に
対
す
る
見
解
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
本
判
決
に
お
い
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し

て
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
が
慣
習
国
際
法
上
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
三
八
条
に
あ
る
慣
習
国
際
法
の

(84) 

成
立
要
件
を
満
た
す
証
拠
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
リ
判
事
は

I
C
T
R
規
程
に
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す

関
法
第
五
五
巻
六
号

1
0
四

（
一
六
九
二
）



(i) 

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

る
こ
と
に
す
る
。

I
C
T
R
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
を
は
じ
め
て
扱
う
国
際
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
最
初
に
審
理
さ
れ
た

の
が
、

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
で
あ
る
。
本
件
は
、

I
C
T
R
に
お
い
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
詳
し
く
見

(87) 

ア
カ
イ
エ
ス
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決

こ
こ
で
は
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
第
一
審
裁
判
部
は
、

I
C
T
R
規
程
四
条
は
慣
習
法
と

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

I
C
T
R
規
程
四
条
は
主
に
第
二
追
加
議
定
書
四
条
と
関
わ
る
。
そ
れ
は

②

I
C
T
R

に
よ
る
判
決
ー
~
ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
を
中
心
と
し
て

か
で
あ
る
。

1
0
五

（
一
六
九
三
）

る
違
反
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
「
も
し
規
程
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
違
反
に
対
す
る
管
轄
権
が
、
慣
習
国

際
法
の
発
展
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
す
べ
て
を
紛
争
の
性
質
に
関
係
な
く
含
む
ほ
ど
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ

(85) 

ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
に
は
、
こ
の
管
轄
権
に
関
す
る
規
定
が
お
か
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
つ
い
て

詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
、
例
え
ば
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則

に
ま
で
踏
み
込
ん
で
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違

反
に
対
し
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
問
う
規
則
は
慣
習
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
判
決
で
示
さ
れ
た
判
断
に
は
、

(86) 

多
く
の
批
判
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
そ
の
後
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
先
に

み
た
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
及
び

I
C
C
規
程
、
そ
し
て
次
に
み
る
I
C
T
R
の
判
決
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
確



(ii) 

共
通
三
条
を
再
確
認
し
発
展
さ
せ
た
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
犯
罪
遂
行
時
、
す
で
に
慣
習
法
と
な
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
第
一
審
裁
判
部
は
、
第
二
追
加
議
定
書
の
内
容
す
べ
て
が
慣
習
法
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
判
断

す
る
。
ま
た
共
通
三
条
の
内
容
及
び
そ
の
違
反
に
対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
慣
習
法
と
な
っ

て
い
る
点
は
、
す
で
に

I
C
T
Y
の
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
最
後
に

文
民
に
対
す
る
国
際
人
道
法
の
適
用
及
び
問
題
と
な
る
行
為
と
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
第
一
審
裁
判
部
は
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
武
力
紛
争
に
関
す
る
規
定
で
あ
る

I
C
T
R
規
程
四
条
は
、
文
民
と
し
て
の
被
告
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
異
議
を
申
し
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
東
京
裁
判
以
降
、
文
民
も
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し
て
責
任
を
問
わ
れ
う
る
と
い
う
概

念
は
確
立
し
て
い
る
。
第
一
審
裁
判
部
は
、

ア
カ
イ
エ
ス
は
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
、
特
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
重

大
な
違
反
に
よ
っ
て
責
任
を
問
わ
れ
う
る
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、

I
C
T
R
規
程
第
四
条
の
下
で
ア
カ
イ
ェ
ス
に
対
す
る
刑
事
責
任
を

問
う
た
め
に
は
、
彼
が
ル
ワ
ン
ダ
政
府
軍
も
し
く
は
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦
線
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
目
的
を
遂
行
す
る
過
程
で
行
動

し
た
こ
と
を
検
察
側
は
合
理
的
疑
い
の
余
地
を
残
さ
な
い
ほ
ど
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
示
さ
れ
た
証
拠
を

検
討
し
て
み
る
と
、

ア
カ
イ
エ
ス
が
行
っ
た
行
為
が
武
力
紛
争
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
彼
が
軍
隊
構
成
員
で
あ
っ
た

こ
と
あ
る
い
は
公
務
員
も
し
く
は
公
の
権
限
を
持
つ
機
関
又
は
政
府
を
事
実
上
代
表
す
る
機
関
と
し
て
戦
争
目
的
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ

と
を
正
当
に
委
任
さ
れ
か
つ
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
検
察
側
は
十
分
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
審
裁

判
部
は
、

ア
カ
イ
ェ
ス
は
I
C
T
R
規
程
四
条
の
違
反
に
つ
い
て
は
無
罪
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

(88) 

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決

以
上
の
よ
う
な
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
お
よ
び
量
刑
判
決
に
対
し
て
検
察
と
被
告
人
の
双
方
が
上
訴
し
た
。
検
察
の
上
訴
理
由
の
ひ
と

関
法
第
五
五
巻
六
号
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四
）



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

1
0
七

（
一
六
九
五
）

つ
に
、

I
C
T
R
規
程
四
条
に
つ
い
て
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
重
大
な
違
反
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
個
人
を
判
断
す
る

際
に
「
公
的
機
関
あ
る
い
は
政
府
の
代
表
の
テ
ス
ト
」
（
以
下
、
「
公
的
機
関
の
テ
ス
ト
」
）
を
用
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
上
訴
裁
判
部
は
、
次
の
通
り
認
定
し
た
。
第
一
審
裁
判
部
が
ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
を
検
討
す
る
際
に
、

I
C
T
R
規
程
四
条
の
解
釈

に
「
公
的
機
関
の
テ
ス
ト
」
を
適
用
し
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
そ
の
上
で
、
上
訴
裁
判
部
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
I
C
T
R
規
程
又

は
国
際
人
道
法
に
合
致
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、

I
C
T
R
規
程
四
条
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
訴
追
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
人
物
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
制
限
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
事
項
的
及
び
人
的
管
轄
に
関
す
る
規
定
に
も
そ
の
よ
う
な
制
限
に

対
す
る
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

I
C
T
R
規
程
に
は
個
人
の
刑
事
責
任
を
特
定
の
地
位
に
属
す
る
個
人
に
制
限
す
る
規

定
は
な
い
と
い
え
る
。
次
に
共
通
三
条
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
人
物
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
上

訴
裁
判
部
は
共
通
三
条
に
違
反
す
る
者
は
武
力
紛
争
の
当
事
者
と
特
別
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
な
い
。

ま
た
、

I
C
T
Y
上
訴
裁
判
部
は
、
共
通
三
条
の
適
用
条
件
に
つ
い
て
い
く
つ
か
示
し
て
お
り
、
上
訴
裁
判
部
は
そ
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め

て
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
犯
罪
行
為
（
重
大
な
違
反
）
は
武
力
紛
争
の
文
脈
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
武
力
紛

争
は
国
内
的
あ
る
い
は
国
際
的
の
い
ず
れ
も
あ
り
う
る
、
③
犯
罪
行
為
は
敵
対
行
為
に
直
接
参
加
し
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
④
当
該
違
反
行
為
と
武
力
紛
争
の
間
に
関
連
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
の
以
上
四
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て

I
C
T
Y
上
訴
裁
判
部
は
共
通
三
条
の
適
用
条
件
に
つ
い
て
解
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
下
で
訴
追
さ
れ
る
人
物
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
制
限
が
必
要
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
最
近
の

I
C
T
Y
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
で
「
共
通
三
条
は
違
反
者
と
武
力
紛
争
の
当
事

者
と
の
一
定
の
関
係
を
要
求
し
て
い
る
」
と
解
釈
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
結
局
は
そ
の
解
釈
は
I
C
T
Y
上
訴
裁
判
部
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
た
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
上
訴
裁
判
部
は
第
一
審
裁
判
部
が
I
C
T
R
規
程
四
条
の
違
反
者
に
対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
の
条



件
と
し
て
、
違
反
者
に
武
力
紛
争
の
当
事
者
と
の
特
別
な
関
係
を
要
求
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

そ
の
他
の
判
決

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
の
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
に
関
連
す
る
箇
所
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
中
で
も
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
解
釈
及
び
そ
の
違
反
に
つ
い
て
個
人
の
刑
事
責
任
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、

(89) 

そ
の
後
の

I
C
T
R
に
お
け
る
判
決
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
「
公
的
機
関
の
テ
ス
ト
」
と
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の

(90) 

要
件
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
公
的
機
関
の
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
上
訴
裁
判
部
判
決
の
判
断
が
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
イ
エ

ス
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
が
出
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
カ
イ
シ
ェ
マ
・
ル
ジ
ン
ダ
ナ
事
件
ま
た
は
ル
タ
ガ
ン
ダ
事
件
（
い
ず
れ
も
第
一
審

裁
判
部
）

た
が
っ
て
、
「
公
的
機
関
の
テ
ス
ト
」
は
一
般
化
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
と
武
力
紛
争
の
間
に
関
連
性
が
必
要
で
あ
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
の
適
用
基
準
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
後
の

I
C
T
R
の
判
決
に
お
い

て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
次
章
の
三
に
お
い
て
よ
り
詳
し
く
扱
う
こ
と
に
す
る
。

(
9
)

共
通
三
条
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、
藤
田
、
前
掲
書
、
注

(
1
)
、
ニ
―
六
ー
ニ
―
七
頁
。

(10) 

Projets d
e
 Conventions R
e
笠
sees
o
u
 Nouvelles Protegeant les 
victims d
e
 la guerre, 1
9
4
8
,
 
N
o
.
 
10, p
p
.
 5
2
-
5
3
.
 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

草
案
二
条
四
項
は
「
一
ま
た
は
い
く
つ
か
の
締
約
国
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
各

紛
争
当
事
者
は
こ
の
条
約
の
諸
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
状
況
下
に
お
け
る
条
約
の
適
用
は
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も

紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
左
右
さ
れ
ず
か
つ
そ
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
。
当
初
I
C
R
C
草
案
に
あ
っ

た
「
と
く
に
内
戦
、
植
民
地
戦
争
、
宗
教
戦
争
の
場
合
」
と
い
う
表
現
は
削
除
さ
れ
た
。
な
お
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
及
び
第
四
条
約
に
つ
い

(iii) 

に
お
い
て
行
為
者
の
地
位
は
要
件
と
し
て
必
要
な
い
と
し
て
、

関
法
第
五
五
巻
六
号

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
を
否
定
し
て
い
る
。
し
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人
道
的
取
扱
い
、
殺
人
及
び
拷
問
な
ど
を
行
っ
た
と
し
て
I
C
T
Y
に
起
訴
さ
れ
た
。
タ
ジ
ッ
チ
は

ド
イ
ツ
で
拘
束
さ
れ
、

I
C
T
Y
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
第
一
審
裁
判
部
に
よ
る
管
轄
権
判
決
が
一
九
九
五
年
八
月
一

0
日
に
下
さ
れ
、
続
い
て
上

訴
裁
判
部
中
間
判
決
が
一
九
九
五
年
一

0
月
二
日
に
下
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
七
年
五
月
七
日
に
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
一
九
九
七
年
七
月
―
四
日
に
第
一
審
裁
判
部
に
よ
り
二

0
年
の
拘
禁
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
の
内
容
を
不
服
と
し
て
検
察

と
被
告
人
の
双
方
が
上
訴
し
た
。
上
訴
裁
判
部
判
決
は
、
一
九
九
九
年
七
月
一
五
日
に
下
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
な
有
罪
の
認
定
に
基
づ

＜
刑
の
宜
告
が
一
九
九
九
年
―
一
月
―
一
日
に
第
一
審
裁
判
部
で
な
さ
れ
、
二
五
年
の
拘
禁
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
量
刑
に
対
す
る

上
訴
が
な
さ
れ
、
上
訴
裁
判
部
に
よ
る
最
終
的
な
刑
の
宜
告
は
二

0
0
0年
一
月
二
六
日
に
下
さ
れ
、
二

0
年
の
拘
禁
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
樋

口
一
彦
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
タ
ジ
ッ
チ
事
件
」
『
琉
大
法
学
」
第
六
五
号
（
二

0
0
一
年
）
、
一
七
三
ー
一
九
四
頁
、
藤
田
久

-
「
重
大
な
戦
争
犯
罪
ー
タ
ジ
ッ
チ
事
件
（
本
案
）
ー
_
_
 」
山
本
草
ニ
・
古
川
照
美
•
松
井
芳
郎
編
『
国
際
法
判
例
百
選
』
有
斐
閣
、
二0
0

一
年
、
ニ
―
六
ー
ニ
―
七
頁
、
松
田
竹
男
「
タ
ジ
ッ
チ
事
件
」
田
畑
茂
二
郎
・
竹
本
正
幸
•
松
井
芳
郎
編
『
判
例
国
際
法
」
東
信
堂
、
二00
0

年
、
五
二
四
ー
五
二
八
頁
。

(66) 
Ibid., paras. 7
9
 ,
 85. 

(67) 
Ibid., para. 80. 

(
6
8
)
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b
i
d
.
 

(69) 
Ibid., para. 83. 

~ 
（
一
七

O
-
）



巨
坦
綜
k:l

k
:l~

K
 o)t> 

1
 1
回
(1
ギ
0
1
1
)

（巨）
Separate O

p
i
n
i
o
n
 of J
u
d
g
e
 A
b
i
-
S
a
a
b
 o
n
 the D
e
f
e
n
c
e
 M
o
t
i
o
n
 for Interlocutory A

p
p
e
a
l
 o
n
 Jurisdiction. 

（こ）
I
b
i
d
 .. 

念
）
T
a
d
i
c
 Jurisdiction Decision, supra note 65, paras. 86-127. 

ぼ）
Ibid., para. 87. 

ば）
Ibid., para. 88. 

ぼ）
I
 bid., 
para. 98. 

ぼ）
Ibid., para. 99. 

（に）
Ibid., para. 

125. 

（茫）
Ibid., para. 

128-137. 

ぼ）
Ibid., para. 

128. 

（品）
I
b
i
d
 .. 

(00) 
Separate O

p
i
n
i
o
n
 of J
u
d
g
e
 Li o
n
 the D
e
f
e
n
c
e
 M
o
t
i
o
n
 for Interlocutory A

p
p
e
a
l
 o
n
 Jurisdiction, paras. 5-13. 

（葵）
Ibid., para. 7. 

（箆）
Ibid., para. 9. 

(;1;) 
Ibid., para. 11. 

（品）
I
b
i
d
 .. 

（拐）
社
弄
彩
Q
芸
西
起
寧
醤
旦
巨

1"'~
弄
奎
旦
芸

1"'~
苺
弄
Q
唸
V
竺
’
柑
旦
釜
咄
Q
坦

~P-<
竺
等
~
Q
盛
忌
Q
1
活
茶
草
即
悉
刈

,_J
Y=l*
回
縦
起

謡
宍
傘
叶
旦
痢
王
や
~
~
心
⇒
心
終
t¥J....J

y
垣
-
<
Q
~
誓
鞣
と
茶
等
即
坦
→
醤
袋
ふ

~~A.l....J
心
屯
辺
芸

,_Jy
匡
七
ふ

~-t.!o
社
弄
彩
如
即
製

忌
旦
令

~1"'~-f><~
刈
,_J
¥-)迂
C.
W
a
r
b
r
i
c
k
 &
 P. 
R
o
w
e
,
 "
T
h
e
 International Criminal Tribunal for Y

u
g
o
s
l
a
v
i
a
 :
 the decision 

of 
the 
appeals 
c
h
a
m
b
e
r
 o
n
 the interlocutory 

appeal 
o
n
 jurisdiction 

in 
the 
T
A
D
I
C
 case", 
International a

n
d
 C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 

L
a
w
 Quarterly, 

vol. 
45, 
part3, 
1996, 
pp. 
691-701, 

G. R. 
W
a
t
s
o
n
,
 
"
T
h
e
 
humanitarian 

l
a
w
 
of 
Y
u
g
o
s
l
a
v
i
a
 
W
a
r
 crimes 

Tribunal: jurisdiction in 
Prosecutor v. 

Tadic", 
Virginia J

o
u
r
n
a
l
 o
f
 International L

a
w
,
 vol. 
36, 
1996, pp. 687-719, M

.
 Sasso-

li, 
"
L
a
 premier 

decision 
d
e
 la 
c
h
a
m
b
e
r
 d'appel 

d
u
 tribunal 

penal 
international 

p
o
u
r
 l'ex-Yougoslavie: 

T
A
D
I
C
 (
c
o
m
p
e
-



tence)", 
R
e
v
u
e
 g
徊
rale
d
e
 droit international public, tomel00-1, 1996, pp. 

101-132, 睾
D
I
燃
「
こ
釜
旦
痢
王
や
菜
心
回
経
-
<
崇

坦
Q
槃
凶
旦
索

~t-@
翠
宰
(
]
)
(1 

]• {I艮
）
」
は
区
坦
式
tt,J

1
-R

<
a

lt'(I~
~

 ギ
母
）
'110111

―
11
I
 1ギ
寓
’
ば
午
曲
(I
午
千
く
母
）
,
 1
 

-l, 
1
-
1
 <-l, 寓

゜
1
~
,
紐
製
起
u
~
~
~
t
-
@
択
垣
刈

,...J\._i 竺
C.
M
e
i
n
d
e
r
s
m
a
,
 "Violations of C

o
m
m
o
n
 Article 3

 of the G
e
n
e
v
a
 

conventions as violations of the l
a
w
s
 or c
u
s
t
o
m
s
 of w
a
r
 u
n
d
e
r
 article 3

 of the statute of the International Criminal Tribun-

al 
for the f
o
r
m
e
r
 Yugoslavia", Netherlands International L

a
w
 R
e
v
i
e
w
,
 vol. 
52, 
1995, pp. 375-397, C. 

G
r
e
e
n
w
o
o
d
,
 "Interna-

tional 
H
u
m
a
n
i
t
a
r
i
a
n
 
L
a
w
 a
n
d
 the 
T
a
d
i
c
 Case", 
E
u
r
o
p
e
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 International L

a
w
,
 Vol. 
7, 
1996, 
pp. 
265-283, 

T. 

M
e
r
o
n
,
 "Cassese's 

T
a
d
i
c
 a
n
d
 the l
a
w
 of 
non-international 

a
r
m
e
d
 conflicts", 

L. C. 
V
o
h
r
a
h
,
 F. 
Pocar, 
Y
.
 Featherstone, 0. 

F
o
u
r
m
y
,
 C. 
G
r
a
h
a
m
,
 J. 
H
o
c
k
i
n
g
 &
 N
.
 R
o
b
s
o
n
 (eds.), 
M
a
n
'
s
 i
n
h
u
m
a
n
i
t
y
 to 
m
a
n
:
 essays o
n
 international l

a
w
 in 
h
o
n
o
u
r
 o
f
 

A
n
t
o
n
i
o
 Cassese, K

l
u
w
e
r
 L
a
w
 International, 2003, pp. 533-538. 

（お）
T
h
e
 Prosecutor 

v. 
Akayesu, 

J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 
C
a
s
e
 
N
o
.
 
I
C
T
R
-
9
6
-
4
-
T
,
 
2
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
1998 
(hereinafter 

cited 
as 
A
k
a
y
e
s
u
 

J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
 
para. 599-644. 

怜
辻
掛
甘
o-<;

入
~
;
、
モ
ー
会
・

t----R~I-\K:廷
ト
汽
怪
や

~,s;:..]~~111
母
回
~
-
R
ふ
I
~
~
回
記
,
~
悩
や
'

~
t
'
;、

~Q!r\-
ぷ

r>-
II'¥: 華

~Q~''.(_
把
~
Q
華
学

!
.
2
~
0

-i-.20~''(
把
や
竺
,

I
~
~
 回
母
回
~
-
R
ふ
-
l
,
~
*
栂
や
Q
室
旦
~
\
終
V
心
如
1
1
0
0

O
-
<
Q
0
*
'
-
楽
瞬
競
咋
)
~
心
0

1
~
~
1
-
R
母
l
O
~
]
O
r
n
U
臣
V
凶
卜
や
鍛
宰
ゃ
辛

-i-..!t----R~1-\
K
迂
,
;;-, 

1-\
ヽ
キ
~
~
器
（
；
入
H
キヽヽ

~
, 
共
冤
,

1iml緊
全

0
<
4
条
食

l底
~
)
'
-
<
痘
旦
宕
~t-@

器
（
蓑
涎
’
緊
-
<
'
認
臣
’
湮
桜
）
,
 :W
唄

111~
忍
る
綜
I

1 型
巨
懲
製
釦
釘
唄
~
(
足
~
-
<
'

華
-
<
Q
審
沓
以
索
~
!
-
-
@
~
檸
’
器
且
湮
啜
’
迫
猫
忌
や
口
巨
送
如
寒

0'.tt-@益
S
楽
二
咲
る
湮
蚕
~
:
,
,
~
0
)
旦
0
:,, 
\--'製苗ゃ

~-i-.20
綜

l
礁
縣

弄
垢
弄
彩
竺
I
~
~
<
母
兵
匹

I 1エ
!.2

f-
や

~-i-.20
怜
弄
祀
ゃ
竺
,
;
 

入
H
ヽ
キ
~
~
器
忍

'6-<
崇

!.2~~1--@
器
旦

0:,,
\--'~

~
 心
醤
~
,
:W
唄
111

緑
忍
る
緑
l唄
呂
登
製
釦
U
0
 :,, 
¥
-
-
'
竺
単
浬
謬
l]IIII:,,
淫
ゃ
ギ
心
0
>
 J 兵
辺
宕
⇒
化
~
{
$
忍
'
6
~
甘
o
-
<
Q
~
~
茶
→
苗
.....).;...!0
1
1
0
0
 I
記
,
~

1
エ
!.2

..i.-i茜
琺
弄
活
旦
廿
心
弄
彩
茶
←
や
~
,
潔
寄
案
茶
浬
醤
ゃ

~-i-.20
s-\J,....)\J 匡

母
1
1
1
~
~
工
,

t----R~I-\K
竺

r>-::--U
捻
疫
や
ギ
北
°
痣

亜
栄
齢
「
;
;
-
,

1-\
ヽ
キ
~
~
器
Q
痢
王
―

t----R~1-\
K
贄
辻
」
ヨ
社
・
祖
三
・
函
＃
鵬
芸
眠
枷
’
母
（
足
）
'
1
1
回
―
I

11-R
~ ゚

海
）
T
h
e
 Prosecutor v. 

Akayesu, A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 C
a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
6
-
4
-
A
,
 1
 Ju
n
e
 2001, para. 425-466. 

海
）
s-¥J 
Q
知
へ
廷
弄
奎
如
l恰.....).;...!

弄
彩
刈
⇒
化
祖

!
.
2
'
¾
Q
如
Q
茶
~
·
t
ふ
菜

1--@0
T
h
e
 Prosecutor v. 

K
a
y
i
s
h
e
m
a
 a
n
d
 Rzindana, Judge-

m
e
n
t
 a
n
d
 Sentence, C

a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
5
-
1
-
T
,
 21 M
a
y
 1999 (hereinafter cited as 

K
a
y
i
s
h
e
m
a
 a
n
d
 R
z
i
n
d
a
n
a
 Judgement), pa-

ras. 
155-184, 

T
h
e
 Prosecutor v. 

R
u
t
a
g
a
n
d
a
,
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
 a
n
d
 Sentence, C

a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
6
-
3
-
1
,
 6
 De
c
e
m
b
e
r
 1999 (hereinaf-

告
回
縦
忌
函
宍
傘
咄
旦
兵
:t-
t{a釜
舟
志
器

1
 1
ば
(1
ギ
0111)



一
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
範
囲

察
し
て
み
た
い
。

一
九
九
五
年
か
ら
I
C
R
C
は
慣
習
法

（
一
七
0
四）

ter 
cited 
as 
R
u
t
a
g
a
n
d
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
paras. 
8
5ー

103,

T
h
e
 P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 
v. 
S
e
m
a
n
z
a
,
 
J
u
d
g
e
m
e
n
t
 
a
n
d
 
S
e
n
t
e
n
c
e
,
 
C
a
s
e
 
N
o
.
 

I
C
T
R
-
9
7
 ,
 
2
0
-
T
,
 1
5
 M
a
y
 2
0
0
3
 (hereinafter cited as S
e
m
a
n
z
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 paras. 3
5
1
-
3
7
 4.
 

(90)

そ
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
判
決
と
し
て
、
例
え
ば
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

K
a
y
i
s
h
e
m
a
a
n
d
 R
z
i
n
d
a
n
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 

89, 
paras. 
173-176, 
R
u
t
a
g
a
n
d
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 89, 
paras. 96-98. 

第
三
章

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
に
含
ま
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
考

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
中
心
と
な
る
の
は
、
条
約
規
則
と
し
て
は
共
通
三
条
と
第
二
追
加
議
定
書
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
条
約
規
則
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
比
較
す
る
と
規
定
内
容
が
不
十
分
で
あ
り
そ
れ
を
補
う
方
法
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
慣
習
法
と
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
既
存
の
国
際
人
道
法
を
新
た
な
条
約
規
則
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
慣
習
法
に
よ
る
適
用
法
規
の
拡
大
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
国
際
人
道
法
を
調
杏
し
、
そ
れ
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
紅
。
さ
ら
に
、
慣
習
法
の
適
用
に
よ
り
非
国
際

的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
非

考

関
法
第
五
五
巻
六
号

察

―
―
六



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

―
―
七

国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
も
の
の
差
を
で
き
る
限
り
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
と
連
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
国
際
的
武
力
紛
争
と
ま
っ
た
く
同
じ
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
点
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
は
合
法
的
戦
闘
員
が
い
な
い
た
め
捕
虜
に
関
す
る
規
則
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
の
他
に
も
、
害
敵
手
段
及
び
方
法

(92) 

に
関
す
る
規
則
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
限
ら
れ
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
立
場
が
見
ら
れ
る
。
実
際
に
、
第
二

追
加
議
定
書
か
ら
は
最
終
採
択
の
と
き
に
、
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則
は
、
害
敵
方
法
の
規
則
の
一
部
を
除
い
て
こ
と
ご
と
く

(93) 

削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
後
ま
で
議
論
に
な
っ
た
が
、

I
C
C
規
程
で
も
そ
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
害
敵
手
段
及
び
方
法

に
関
す
る
規
則
が
慣
習
法
と
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

ア
ビ
・
サ
ー

ブ
は
、
第
二
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
慣
習
法
に
基
づ
く
ハ
ー
グ
法
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
適
用
性
は
最
終
段
階
で
削
除
さ
れ
た
こ
と

に
影
響
さ
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
紅
。
こ
の
見
解
は
、
慣
習
法
と
し
て
の
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則
が
条
約
と
は
関
係
な
く
存

在
し
て
い
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
も
そ
の
よ
う
な
見
解
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
基
本
的
部
分
は
慣
習
法
と
し
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
、
そ
の

(95) 

中
に
は
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

I
C
C
規
程
に
お
い
て
最
後
ま
で
議
論
と
な
っ
た
の
に
も
、

こ
の
判
決
の
影
響
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
リ
判
事
が
示
し
た
、
本
当
に
そ
の
よ
う
な
規
則
が
慣
習
法
と
し
て
非
国
際
的
武
力

紛
争
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

I
C
T
R
に
も
「
戦
争
の
法
規
又
は
慣
例
に
対
す
る
違
反
」
の
規
定
が
含
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
と
い

(96) 

う
反
論
は
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
慣
習
法
と
し
て
適
用
さ

れ
る
と
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
、
国
家
実
行
及
び
法
的
信
念
が
み
ら
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
に
は
、
そ
の
点
に
つ

(97) 

い
て
の
立
証
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
仮
に
害
敵
手
段
及
び
方
法
に
関
す
る
規
則
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
う
る
と
し

（
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て
、
理
論
上
又
は
実
際
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
規
則
を
適
用
す
れ
ば
、
武
力

紛
争
に
お
け
る
合
法
な
敵
対
行
為
と
違
法
な
敵
対
行
為
を
区
別
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
等
な
地
位
に
あ
る

紛
争
当
事
者
間
に
の
み
適
用
さ
れ
う
る
規
則
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
反
徒
は
戦
闘
員
の
資
格

を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
引
っ
か
か
っ
て
く
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
、
合
法
な
敵
対
行
為
と
違
法
な
敵
対
行
為
の

区
別
を
つ
け
る
こ
と
は
、
反
徒
が
戦
闘
員
の
地
位
を
有
す
る
か
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
合
法
的
戦
闘
員

が
存
在
す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
表
現
を
避
け
る
た
め
に
、

I
C
C
規
程
に
お
い
て
も
注
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で

あ
る
。
実
際
に
も
、
政
府
が
反
徒
に
対
し
て
戦
闘
員
の
地
位
を
認
め
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
害
敵
手
段
及
び
方
法
の
規

制
は
相
互
性
の
点
か
ら
適
用
を
拒
む
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
に
対
し
て
そ
の
適
用
は
軍
事
作
戦
上
の
要
請
に
役
立
つ
と
す
る
指
摘
が

あ
る
。
し
か
し
、
事
実
と
し
て
そ
の
よ
う
な
規
制
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
規
則
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

(99) 

害
敵
手
段
及
び
方
法
の
規
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
及
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
必
ず
こ
の
よ
う
な
難
点
に
突
き
当
た
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
際
人
道
法
の
適
用
を
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
で
区
別
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
点
か
ら
も
問
題
が
生
じ
る
。

次
に
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
が
慣
習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
共
通
三
条
が

「
人
道
の
最
低
限
の
規
則
」
と
し
て
、
武
力
紛
争
の
性
質
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
慣
習
法
で
あ
る
こ
と
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
に
お
い
て

国
際
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
も
再
確
認
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
の

I
C
T
Y
及
び
I
C
T
R
の
判
決
に
お
い
て
も
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
は

見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
第
二
追
加
議
定
書
の
一
部
が
慣
習
法
と
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
そ
れ
で
は
ど
の
規
則
が
慣
習
法
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
四
条
が
検
討
の
対
象
と
な
る
で
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非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

あ
ろ
う
。
第
二
追
加
議
定
書
四
条
は

I
C
T
R
規
程
四
条
及
び
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
二

0
条
（
に
含
ま
れ
て
い
る
。

第
二
追
加
議
定
書
四
条
は
、

I
C
T
R
の
ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
、
共
通
三
条
の
内
容
を
発
展
さ
せ
か
つ
補
完
す
る
規
定
で
あ

(100) 

る
こ
と
か
ら
、
慣
習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

I
C
C
規
程
も
個
人
の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と

が
慣
習
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
犯
罪
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
戦
争
犯
罪
も
慣
習
法
を
判
断
す
る
ひ
と
つ
の
材

料
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

二
、
個
人
の
刑
事
責
任

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
そ
れ
自
体
に
処
罰
規
定
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
違
反
者

を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
が
こ
の
問
題
の
出
発
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
国
際
裁
判
所
と
し
て
始

め
て
判
断
を
下
し
た
の
が
、

規
定
し
た
、

―
―
九

タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
あ
っ
た
。
本
判
決
で
は
、
共
通
三
条
の
違
反
を
処
罰
す
る
こ
と
を

い
く
つ
か
の
国
の
軍
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
紛
争
の
際
に
行
わ
れ
た
国
内
裁
判
な
ど
を
例
に
挙
げ
て
、
共
通
三
条

に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
及
び
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
闘
手
段
や
方
法
に
関
す
る
基
本
的
規
則
の
違
反
行
為
に
対
し
て
個
人

(101) 

の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
と
い
う
規
則
が
慣
習
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
判
示
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
が
、
そ
の
後
の

I
C
T
R
の
設
置

や
I
C
C
規
程
の
作
成
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
問
題
を
論
じ
る
学
者
の
見
解
に
与
え
た
影
響
と
い
う
の
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
は
、
そ
の
意
味
で
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
個
人
の
刑
事
責
任
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
個
人
の
刑
事

責
任
を
全
面
的
に
否
定
す
る
見
解
は
、
現
在
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
は
共
通
第
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
に

（
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(P. 
R
o
w
e
)

は
、
共
通
三
条

（
一
七
0
八）

規
定
さ
れ
て
い
る
義
務
が
果
た
し
て
個
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

メ
ロ
ン

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
の
犯
罪
性
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
、
そ
の
行
為
の
重
大
性
、
そ
し
て
国
際
社
会
の
関
心
が
あ
げ
ら

れ
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
に
対
し
て
個
人
に
刑
事
責
任
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
、
戦
争
法
は
そ
の
禁
止
を
国
家
、

(102) 

個
人
及
び
集
団
に
向
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ウ

及
び
第
二
追
加
議
定
書
は
国
家
に
の
み
直
接
義
務
を
課
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
違
反
に
対
し
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
問

う
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
「
個
人
の
刑
事
責
任
が
そ
の
よ
う
な
責
任
を
予
期
さ
せ
る
形
で
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

(103) 

な
い
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
確
か
に
、
第
二
追
加
議
定
書
は
「
紛
争
当
事
者
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
結
果
、
条
約
上
の
義
務
を

誰
が
負
っ
て
い
る
の
か
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
追
加
議
定
書
が
国
家
に
の
み
義
務
を
課
す
規
定
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、

人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
の
起
草
過
程
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
理
論
上
、
条
約
に
個
人
の
義
務
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
直
ち
に
国
際
法
上
の
義
務
が
個
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

個
人
に
対
す
る
国
際
法
上
の
義
務
を
認
め
る
に
は
、
国
際
的
手
続
き
に
よ
り
個
人
に
対
し
て
義
務
違
反
に
つ
い
て
責
任
が
問
わ
れ
る
必
要

(104) 

が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
て
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
は
個
人
の
義
務
を
規
定
し
て
い
る
が
、
個
人
が
条
約
上
の
義
務
を
負
っ

て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ク
レ
ス

(C. K
r
e
s
s
)
 
は
、
共
通
三
条
の
違
反
が
戦
争
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ

（囮）

る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
対
世
的

(
e
r
g
a
o
m
n
e
s
)

な
義
務
と
し
て
個
人
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
み
る
。
つ
ま
り
、

彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
が
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
分
類
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
義
務

が
直
接
個
人
を
拘
束
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
そ
の
義
務
に
つ
い
て
個
人
の
国
際
法
主
体
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
さ

(106) 

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
共
通
三
条
に
お
い
て
果
た
し
て
個
人
が
国
際
法
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
の
か
、
さ
ら
に
は
共
通
三
条
に

関
法
第
五
五
巻
六
号

――
1
0
 



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

個
人
が
拘
束
さ
れ
る
と
し
て
も
、
戦
争
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
反
徒
の
法
的
地
位
も
重
要
な
問
題
と
な
る
。
反
徒
を
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
に
拘
束
す
る
に
は
、
彼
ら
の
同
意
が
必
要

(107) 

で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
の
難
点
は
、
戦
争
犯
罪
処
罰
は
、

合
法
的
敵
対
行
為
の
存
在
が
前
提
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
前
提
は
存
在
せ
ず
、
反

(108) 

徒
は
敵
対
行
為
へ
の
参
加
の
み
に
よ
り
国
内
法
違
反
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
捕
虜
の

概
念
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
合
法
的
敵
対
行
為
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
害
敵
手
段
及
び
方
法

の
規
制
に
対
す
る
違
反
を
処
罰
し
よ
う
と
す
れ
ば
よ
り
強
調
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
約
自
体
に
禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
て
も
、

そ
の
違
反
を
戦
争
犯
罪
と
し
て
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
理
論
上
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い

て
は
、

I
C
T
Y
及
び

I
C
T
R
設
置
時
は
、
肯
定
す
る
見
解
と
否
定
す
る
見
解
の
両
方
が
見
ら
れ
た
。
積
極
的
に
肯
定
す
る
見
解
と
し

て
は
、
決
議
八
二
七
の
採
択
時
に
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る

（堕

国
際
人
道
法
の
違
反
に
つ
い
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
否
定
的
見
解
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
決
議
九
五
五
に
対
す
る
国
連
事
務
総
長
の
報
告
書
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

I
C
T
R
規
程
に
お
い
て
は
じ
め
て
共

(110) 

通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
は
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

I
C
T
R
規
程
に
つ
い
て
は
、
当
然
事

後
法
に
よ
る
処
罰
の
問
題
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
事
後
法
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反

に
対
し
て
個
人
に
刑
事
責
任
を
科
す
こ
と
が
理
論
上
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
慣
習
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

一
点
目
に
関
し
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
と
お
り
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
で
は

二
点
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
肯
定
し
た
の
が
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
判
断
は
多
く

の
で
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
一
七
0
九）

一
定
の
戦
争
法
の
違
反
を
行
っ
た
個
人
の
刑
事
責
任
の
追
求
で
あ
る
か
ら
、



わ
れ
る
。

~ 
（
一
七
一

0
)

の
批
判
を
受
け
た
。
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
が
い
う
と
お
り
、
個
人
に
刑
事
責
任
を
課
す
る
こ
と
が
慣
習
法
と
し
て
確
立

(lll) 

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
当
時
そ
の
よ
う
な
慣
習
規
則
が
確
立
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
決
が
示
し

(112) 

た
、
慣
習
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
根
拠
は
疑
わ
し
い
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
国
際
社
会
の
動
向
を
見
て
み
る
と
、
人
類
の
平

和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
そ
の
対
象
犯
罪
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、

I
C
T
Y
の
設
立
時
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た

I
C
R
C
も
、
そ
の
後
の

I
C
C
の
設
立
に
関
す
る
見
解
の
中
で
「
戦
争
犯
罪
の
概
念
は

…
…
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
重
大
な
違
反
、
す
な
わ
ち
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
を
含
む
」
と
述
べ
て

(113) 

い
る
。
そ
し
て
、

I
C
C
規
程
に
お
い
て
も
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
違
反
が
含
ま
れ
て
、
そ
れ
自
体
に
反
対

す
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
含
め
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
際
的
武
力
に
適
用
さ
れ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
違
反
に
対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
慣
習
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
を
評
価
す
る
形
で
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
、

I
C
T
R
に
お
い
て
、
共
通
三
条
及

（山）

び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
が
下
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
案
や

I
C
C
規
程
の
よ
う
に
、
条
約
と
し
て
そ
の
締
約
国
の
み
を
拘
束
す
る
場
合
は
、
個
人
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
が
慣
習
上
認
め
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
点
は
、
も
は
や
重
要
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、
い
か
に
当
初
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
が
個
人
に
義

務
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
処
罰
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
現
在
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
現
在
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
続
け
ば
、
問
題
点
を
含
み
な
が
ら
も
慣
習
法
と
し
て
確
立
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

関
法
第
五
五
巻
六
号

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
も
、
非



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

三
、
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件

問
題
と
な
る
行
為
と
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
（
以
下
、
関
連
性
の
要
件
）
の
問
題
は
、
個
人
の
刑
事
責
任
の
問
題
と
な
ら
ん
で
、

(115) 

と
く
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
関
連
性
の
要
件
は
、
戦
争
犯
罪
で
訴
追
す
る
た
め
の
重
要
な
要
件

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
が
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
行
為
と
武
力
紛
争
の
つ
な
が
り
は
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦
争
犯
罪
と
通
常
の
犯
罪
を
区
別
す
る
上
で

(116) 

重
要
な
基
準
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

I
C
T
R
で
い
く
つ
か
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
に
つ
い
て
は
上
訴
裁
判
部
判
決
で
武
力
紛
争
と
の
密
接
な
関
連
性
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は

少
し
異
な
る
見
解
が
、
二

0
0
三
年
五
月
一
五
日
セ
マ
ン
ツ
ァ
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
本
判
決
は
、
ま
ず
戦
争

犯
罪
で
訴
追
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
①
ル
ワ
ン
ダ
に
お
い
て
非
国
際
的
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
②
被
害
者
は
被
保
護

(117) 

者
で
あ
る
こ
と
、
③
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
行
為
と
武
力
紛
争
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
三
番
目
の
要
件
、
つ

ま
り
関
連
性
の
要
件
に
関
し
て
、
多
く
の
判
事
は
I
C
T
Y
ク
ナ
ラ
ッ
ク
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
に
言
及
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
行
為

者
が
武
力
紛
争
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
は
武
力
紛
争
の
外
観

(
g
u
i
s
e
)

の
も
と
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
彼
の
行

(118) 

為
が
武
力
紛
争
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
と
結
論
付
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
に
言
及
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
一
定

の
市
民
及
び
軍
部
当
局
、
同
様
に
他
の
重
要
な
人
物
は
、
ビ
カ
ン
ビ
及
び
ギ
コ
ロ
に
お
い
て
ッ
チ
族
の
一
般
市
民
を
殺
害
し
、
残
虐
な
扱

い
を
す
る
た
め
の
武
力
紛
争
を
促
進
し
」
、
そ
し
て
、
「
武
力
紛
争
は
ツ
チ
族
市
民
に
対
し
て
行
わ
れ
た
攻
撃
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
て

(119) 

い
た
」
と
し
て
、
関
連
性
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
と
判
示
し
た
。
同
様
に
、
二

0
0
1
―
一
年
五
月
―
一
六
日
ル
タ
ガ

ン
ダ
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
も
ク
ナ
ラ
ッ
ク
事
件
判
決
の
基
準
を
引
用
し
て
、
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
を
覆
し
て
、
武
力
紛
争
と
の
関
連

~ 
（
一
七
―
-
）



第
五
五
巻
六
号

(120) 

性
を
認
め
て
有
罪
と
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
は
、
二

0
0
四
年
七
月
二
二
日
カ
ム
ハ
ン
ダ
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
が
挙
げ

ら
れ
る
。
本
判
決
で
は
、
セ
マ
ン
ツ
ァ
事
件
判
決
よ
り
厳
格
に
関
連
性
の
要
件
を
適
用
し
た
。
つ
ま
り
、
「
被
告
人
が
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦

線
に
対
す
る
政
府
の
努
力
を
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
い
か
な
る
能
力
に
お
い
て
支
援
し
た
の
か
を
十
分
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と

(121) 

し
て
カ
ム
ハ
ン
ダ
に
対
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
は
関
連
性
の
要
件
だ
け
で
な
く
、
違
反
者
と
武
力
紛
争
の
当
事
者
と
の
一
定
の

関
係
を
要
求
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、

ア
カ
イ
ェ
ス
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
で
示
さ
れ
、
結
局
は
上
訴
裁
判
部
で
、
武
力
紛

争
と
当
事
者
と
の
関
係
は
要
件
で
は
な
い
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
最
近
で
は
、
と
く
に
上
訴
裁
判
部
を
中
心
と

し
て
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
よ
り
ゆ
る
い
基
準
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
は
増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
厳
格
な
関
連
性
の
要
件
を
求

め
る
判
決
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
ク
ナ
ラ
ッ
ク
事
件
判
決
の
基
準
は
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

ク
ナ
ラ
ッ
ク
事
件
の
被
告
人
は
戦
闘
員
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

I
C
T
R
で
扱
わ
れ
て
き
た
事
例
は
非
戦
闘
員
の
行
為
で
あ

る
の
で
、
こ
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
一
七
―
二
）

と
な
る
場
合
の
ほ
う
が
関
連
性
は
ゆ
る
い
基
準
で
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
問
題
は
一
般
的

結
論
に
達
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、

(122) 

い
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

四
、
重
大
な
違
反
行
為
と
し
て
の
処
罰
可
能
性

ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
紛
争
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、

個
人
の
刑
事
責
任
の
問
題
は
、
そ
の
個
人
が
ど
こ
で
処
罰
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
引
き
起
こ
す
。

I
C
T
Y
、
I
C
T
R
及
び
I

C
C
で
処
罰
さ
れ
る
場
合
は
、
国
際
裁
判
所
に
よ
る
個
人
の
処
罰
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
個
人
が
処
罰
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
国
際
裁

関
法

一
貰
し
た
基
準
が
用

一
般
的
に
、
戦
闘
員
の
行
為
が
問
題

―
二
四



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

―
二
五

判
所
で
は
な
く
、
第
三
国
裁
判
所
の
可
能
性
も
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
第
一
追
加
議
定
書
に
は
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
が
設

(123) 

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
普
遍
主
義
的
管
轄
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
締
約
国
に
対
し
て
引
き
渡
す
か
訴
追
す
る

か
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

I
C
C
規
程
八
条
二
項
い
に
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に

の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
で
は
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
を
非
国
際
的
武
力
紛

争
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
慣
習
法
と
し
て
成
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
ま
だ
積
極
的
に
認
め
る
と
こ
ろ
ま
で
各

（臥）

国
の
意
識
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
重
大
な
違
反
行
為
の
規
定
を
直
接
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
れ
ば
、
不
合
理
な

結
果
を
招
く
。
そ
れ
は
重
大
な
違
反
行
為
の
犠
牲
者
に
当
た
る
「
被
保
護
者
」
の
概
念
が
、
紛
争
当
事
者
の
軍
隊
構
成
員
及
び
国
籍
と
関

(125) 

連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、

I
C
T
Y
セ
レ
ビ
ッ
チ
事
，
件
判
決
は
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
が
今
後
非
国
際
的
武
力
紛
争
に

(126) 

お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
は
国
際
的
武
力
紛
争
よ
り
も
残
酷
に
な
り
が
ち
で
あ
る
た

(m) 

め
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
こ
そ
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
見
解
は
、
近
年
で
は
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
で
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
区
別
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
す
る

立
場
か
ら
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

I
C
C
規
程
に
お
い
て
も
、
重
大
な
違
反
行
為
の
規
定
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ

(128) 

る
国
際
人
道
法
の
違
反
の
間
に
、
規
程
の
上
で
は
扱
い
に
区
別
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
元
来
は
戦
争
犯
罪
の
特
殊
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
重
大
な
違
反
行
為
が
そ
の
他
の
戦
争
犯
罪
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
重
大

な
違
反
行
為
と
そ
の
他
の
戦
争
犯
罪
が
犯
罪
と
し
て
の
重
大
性
に
差
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
そ
の
制

度
を
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

（
一
七
一
三
）



（
一
七
―
四
）

「
被
保
護
者
」
の
問
題
と
共
に
、
国
家
主
権
の
侵
害
の
危
険
性
か
ら
各
国
が
そ
れ
を
望
ま
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
実
際
に
は
、
共
通

三
条
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
公
式
に
は
政
府
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制

度
の
よ
う
に
、
普
遍
主
義
的
管
轄
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
国
内
の
武
力
紛
争
の
過
程
で
行
わ
れ
た
行

為
に
つ
い
て
第
三
国
が
審
理
す
る
こ
と
を
望
む
国
家
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
違
反
者
の
処
罰
が
各
国
に
と
っ
て
義
務
で
な
い
と
し
て
も
、

(129) 

各
国
に
は
共
通
三
条
の
違
反
を
処
罰
す
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
る
立
場
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
各
国
の
国
内
法
を
み
て
も
、
非
国
際
的
武

（図）

力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し
て
も
普
遍
的
管
轄
権
を
設
定
す
る
国
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
国
が
普
遍
的
管
轄

権
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
違
反
者
を
処
罰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
は
国
際
法
違
反
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
権

利
が
あ
る
と
し
て
も
、
当
事
国
の
同
意
も
な
し
に
裁
判
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
問
題
点
は
あ
る
が
、

普
遍
的
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
際
裁
判
所
や
当
事
国
の
国
内
裁
判
所
で
裁
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
補
完

(131) 

的
役
割
と
し
て
で
あ
ろ
う
。

内
乱
を
起
こ
す
と
い
う
国
内
法
違
反
を
犯
し
た
反
徒
は
、
当
然
自
国
の
国
内
法
に
よ
る
処
罰
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
通
三
条

一
項
い
及
び
第
二
追
加
議
定
書
六
条
は
国
内
裁
判
所
で
裁
か
れ
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
は
、
反
徒

に
戦
闘
員
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ず
、
政
府
が
反
徒
を
内
乱
罪
そ
の
他
の
国
内
法
違
反
に
よ
り
処
罰
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、
政
府
の
国
内
秩
序
を
回
復
す
る
権
限
を
残
し
た
ま
ま
で
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
対
し
て
国
際
法
に
よ
る
規
制
を
及
ぼ
す
と
い

う
点
が
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
革
新
的
と
い
え
る
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
り
国
際
裁
判
所
で
非
国
際
的
武
力

五
、
国
内
法
に
よ
る
処
罰
の
問
題

関
法
第
五
五
巻
六
号

―
二
六



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

―
二
七

紛
争
の
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
国
際
法
違
反
に
つ
い
て
国
際
裁
判
所
に
よ
る
処

罰
を
受
け
た
場
合
、
国
内
法
違
反
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
理
論
上
は
、
国
内
法
に
よ
る
処
罰
を
行
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が
、
事
実
上
は
免
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
合
法
的
敵
対
行
為
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
非
国
際
的

武
力
紛
争
の
国
際
人
道
法
の
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
ひ
と
つ
従
来
の
戦
争
法
の
枠
組
み
で
は
考

え
ら
れ
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
国
内
法
に
よ
る
処
罰
は
、
国
内
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
国
際
法
に
よ
る

処
罰
も
想
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
合
、
国
際
裁
判
所
と
国
内
裁
判
所
の
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
と
つ
な
が
る
。
必
ず
し
も
、

国
際
裁
判
所
に
よ
る
審
理
の
ほ
う
が
国
内
裁
判
所
よ
り
も
適
切
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
い
う
一
国
の
国
内

で
生
じ
た
事
態
の
特
殊
性
か
ら
見
て
、
事
実
を
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き
て
い
る
国
内
裁
判
所
の
方
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も

(132) 

あ
り
、
事
例
ご
と
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
客
観
性
及
び
手
続
き
の
整
備
の
面
か
ら
国
際
裁
判
所
の

ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

I
C
T
R
の
場
合
は
、
最
終
的
に
は
ル
ワ
ン
ダ
政
府
は
裁
判
所
の
設
置
に
反

対
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
当
事
国
政
府
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
国
際
裁
判
所
で
の
審
理
を
優
先
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か

(133) 

は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

(91) 

J-M. H
e
n
c
k
a
e
r
s
t
,
 "
S
t
u
d
y
 o
n
 C
u
s
t
o
m
a
r
y
 R
u
l
e
s
 of International H
u
m
a
n
i
t
a
r
i
a
n
 L
a
w
"
,
 International R
e
v
i
e
w
 o
f
 R
e
d
 Cross, 

N
o
.
 835, 
1999, p
p
.
 660-668. 

(92) 
P. R
o
w
e
,
 "
W
a
r
 c
r
i
m
e
s
 a
n
d
 t
h
e
 F
o
r
m
e
r
 Y
u
g
o
s
l
a
v
i
a
"
,
 R
e
v
u
e
 d
e
 droit militaire et droit d
e
 la guerre, t
o
m
e
3
2
-
4
,
 1993, p. 
349. 

そ
の
他
、
武
力
紛
争
の
性
質
に
よ
る
適
用
法
規
の
違
い
に
関
す
る
説
明
す
る
と
し
て
、
真
山
全
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
と
追
加
議
定
書
」
、
国
際

法
学
会
編
、
前
掲
書
、
注
(
4
)
、
一
七
一
―
-
|
―
七
五
頁
。

(93)

竹
本
、
前
傾
資
料
、
注
(59)
、
一
六
0
|
―
七
六
頁
。
あ
く
ま
で
も
文
民
保
護
の
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
第
二
追
加
議
定
書
一
五
条
は
軍
事
目

（
一
七
一
五
）



関
法
第
五
五
巻
六
号

G
r
e
e
n
w
o
o
d
,
 supra note 8
6
,
 
p. 2
8
0
.
 

標
主
義
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
害
敵
手
段
及
び
方
法
の
規
制
に
関
す
る
規
則
が
ま
っ
た
く
採
用
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

(94) 

G. Abi'Saab, "Conflits 
A
r
m
e
s
 N
o
n
 Intemationaux", 
Les Dimensions lntemationales d
u
 Droit Humanitaire, Pedone, 
1986, p. 
2
7
0
.
 

(95) 

Tadif: Jurisdiction Decision, supra note 6
5
,
 
para. 1
2
5
.
 

(96)

リ
判
事
の
見
解
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、

W
arbrick &
 R
o
w
e
,
 s
u
p
r
a
 note 8
6
,
 
p. 6
9
9
.
 

ま
た
、
リ
ー

(R.
S. 
Lee)

は
「
一
般
的
に
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら

[
I
C
T
Y
規
程
二
条
及
び
三
条
]
の
概
念
は
、
国
家
間
の
武
力
紛
争
に
用
い
ら
れ
、
国
内
残
虐
行
為
に
関
す
る

ル
ワ
ン
ダ
の
事
態
に
は
不
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

Lee,
supra note 2
7
,
 
p. 5
3
.
 

(97)

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
慣
習
法
の
成
立
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に

お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
慣
習
規
則
あ
る
い
は
一
般
原
則
の
国
家
実
行
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
本
当
に
あ
る
規
則

に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
背
い
て
い
る
の
か
を
証
明
す
る
た
め
に
、
戦
場
に
い
る
軍
隊
の
行
動
を
正
確
に
指
摘
す
る
こ
と
は
、

不
可
能
で
は
な
い
が
難
し
い
。
」

Tadif:
Jurisdiction Decision, s
u
p
r
a
 note 6
5
,
 
para. 99・

さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
国
家
実
行
を
確
認

す
る
と
き
に
、
政
府
側
の
実
行
の
み
を
み
る
の
か
、
反
徒
の
実
行
も
み
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
側
と
反
徒
間
も
し
く
は
反
徒
間

で
結
ば
れ
た
合
意
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
国
家
実
行
と
み
て
よ
い
の
か
、
法
的
信
念
は
確
認
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
は

い
ず
れ
も
、
反
徒
の
国
際
法
上
の
法
的
地
位
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
（
注

(107)
を
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
反
徒
に
国
際
法
上
の
法
的
地
位
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
反
徒
の
行
為
も
し
く
は
政
府
側
と
反
徒
間
の
合
意
は
慣
習
法
の
成
立
の
根
拠
と
は
み
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
タ
ジ
ッ
チ
事

件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
お
よ
び
そ
れ
を
支
持
す
る
見
解
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
検
討
し
な
い
ま
ま
慣
習
法
の
成
立
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。

(98)

こ
の
見
解
は
、
一
九
九
九
年
ニ
一
月
に
開
始
さ
れ
た
サ
ン
レ
モ
人
道
法
国
際
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
非
国
際
紛
争
に
お
け
る
人
道
的

保
護
」
の
報
告
書
に
付
属
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
趣
意
書
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
糟
谷
英
之
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道

法
研
究
の
最
近
の
動
向
|
|
サ
ン
レ
モ
人
道
法
国
際
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
'
|
」
「
摂
南
法
学
」
第
二
五
号
（
二

0
0
一
年
）
、
二
五

0
頁。

(99)

真
山
、
前
傾
論
文
、
注

(92)
、
二

o
o
l二
0
―
頁
。

(
1
0
0
)
A
苓
yesu
J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 supra note 8
7
,
 
para. 6
1
6
.
 

(101) 

Tadif: Jurisdiction Decision, supra note 6
5
,
 
para. 1
2
8
-
1
3
7
.
 

(102) 

M
e
r
o
n
,
 supra note 2
8
,
 
p. 
5
6
2
.
 

こ
の
見
解
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、

(103) 

R
o
w
e
,
 supra note 9
2
,
 3
3
1
-
3
3
2
.
 

―
二
八
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o
m
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r
y
 law, C
l
a
r
e
n
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o
n
 Press, 
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.
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T
h
e
 Inter-
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a
w
 of civil 
w
a
r
 a
n
d
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m
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-
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-
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v
e
m
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e
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 international", 

R
e
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u
e
 international d

e
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b
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T
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w
a
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d
a
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o
m
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 c
o
m
m
e
n
t
s
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n
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a
g
u
e
n
e
s
s
 of indictment, complicity in 
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n
d
 the N
e
x
u
s
 Require-

m
e
n
t
 for w
a
r
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L., 
vol. 
17, 
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（目）
Kress, 
ibid., 
p. 
123. 

（日）
S
e
m
a
n
z
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 supra note 89, para. 512. 

ぼ
）
T
h
e
 Prosecutor v. 

K
u
n
a
r
a
c
 et al., 
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 C
a
s
e
 N
o
.
 I
T
-
9
6
-
2
3
 &
 23/1, 12 J

u
n
e
 2002, para. 58. 



(129) 

(130) 

(127) 

(128) 

(126) 

(125) 
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

S
e
m
a
n
z
a
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 
89, 
para. 
518. 

:Wt-
1
 {ij{B:~ 

判
F
蔀
叩2
E舌
-
埠
仄
郵
匹
泣
心
と
の
血
〖
津

0
で
価
盆
非
と
判2
一
不
し
た
。

5
5
1
-
5
5
2
.
 

―1
0
0
五
年
五
月
一
―

0
日
上
訴
裁
判
部
判
決
に
よ
っ
て
、
改
め
て
関
連
性
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
重
複
訴
追

に
関
す
る
第
一
審
裁
判
部
の
判
断
は
誤
っ
て
い
る
と
し
て
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。

T
h
e
Prosecutor v. 
S
e
m
a
n
z
aこ

A
p
p
e
a
l
J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 

C
a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
7
-
2
0
A
,
 2
0
 M
a
y
 2005, para. 371. 

T
h
e
 Prosecutor v. 
R
u
t
a
g
a
n
d
a
,
 A
p
p
e
a
こ
u
d
g
e
m
e
n
t
,
C
a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
6
-
3
-
A
,
 2
6
 M
a
y
 2003, para. 570. 

T
h
e
 Prosecutor 
v• 

K
a
m
u
h
a
n
d
a
,
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 C
a
s
e
 N
o
.
 I
C
T
R
-
9
5
-
5
4
A
-
T
,
 2
2
 J
a
n
u
a
r
y
 2004, para. 741. 

(120) 

(122) 

V
a
n
 D
e
n
 H
e
r
i
k
 &
く
a
n
Sliedregt, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 115, 
pp. 5
5
6
-
5
5
7
.
 

(123)

藤
田
、
前
掲
書
、
注
(
1
)
、
二

0
四
頁
。

(124)

た
だ
し
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
慣
習
を
通
し
て
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
が
拡
大
さ
れ
た
と
み
る
見
解
も
あ
る
。

D
.
M
o
m
t
a
z
,
 

^̂ L
e
 D
r
o
i
t
 International H
u
m
a
n
i
t
a
i
r
e
 A
p
p
l
i
c
a
b
l
e
 a
u
x
 Conflicts A
r
m
e
s
 N
o
n
 Internationaux", 
R
e
c
u
e
i
l
 des cours d
e
 l
'
A
c
a
d
e
m
i
e
 

(119) d
e
 droit international de La H
a
y
e
,
 
2002• 

p. 
114. 

W
 arbrick &
 R
o
w
e
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 86, 
p. 
698. 
な
お
、

さ
れ
て
い
る
。

T
a
d
i
c
Jurisdiction Decision, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 65, para. 76. 

当
該
判
決
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
行
わ
れ
た
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
も
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、

タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
け
る
ア
ビ
・
サ
ー
プ
判
事
の
個
別
意
見
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

Celebici
Trial J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
 sup' 

r
a
 n
o
t
e
 110, para. 202. 

W
a
t
s
o
n
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 86, p. 
709. 

こ
の
点
と
関
連
し
て
、

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
タ
ジ
ッ
チ
事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
も
指
摘

I
C
C
規
程
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
対
し
て
も
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
を
導
入
し
た
と
み
る
見
解
が
あ
る
。

Spieker, s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 56, 
p. 
413. 

M
e
r
o
n
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 28, p. 
570. 

一
九
九
九
年
四
月
三

0
日
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
軍
事
裁
判
所
は
、
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
ス
イ
ス
に
逃
れ
て
き
た
ニ
ョ
ン
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
、

イ
ス
軍
事
刑
法
典
に
基
づ
い
て
普
遍
的
管
轄
権
を
行
使
し
、
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
四
条
二
項
い
の
違
反
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
を
下

し
た
。

L.
R
e
y
d
a
m
s
,
 "
N
i
y
o
n
t
e
z
e
 
v. 
P
u
b
l
i
c
 Prosecutor. 
A
t
 T
r
i
b
u
n
a
l
 Militaire 
d
e
 C
a
s
s
a
t
i
o
n
 (Switzerland), 
A
p
r
i
l
 
27, 
2001", 

但
し
、

~ 
（
一
七
一
九
）

ス
para. 



以
上
の
検
討
の
結
果
、
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、

争
犯
罪
の
概
念
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
犯
罪
人
を
実
際
に
処
罰
す
る
制
度
も
確
立
し
つ
つ
あ
り
、

に
お
い
て
は
有
罪
判
決
が
く
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
個
人
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
時
点
で

第

四

章

お

わ

り

に

§ 
（
一
七
二

O
)

I
C
T
R
 

A. J. I. 
L., 
Vol. 9
6
,
 2
0
0
2
,
 
p
p
.
 2
3
1
-
2
3
6
・

ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
一
九
九
三
年
六
月
一
六
日
に
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
を
処
罰
す
る
法

律
を
制
定
し
、
そ
の
中
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
違
反
も
含
ま
れ
て
い
る
(
-
九
九
九
年
二
月
一

0
日
改
正
）
。
当
該
ベ
ル
ギ
ー
法

は
、
そ
れ
ら
の
違
反
に
対
し
て
普
遍
的
管
轄
権
を
設
定
し
、
容
疑
者
が
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
所
在
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
裁
判

所
が
管
轄
権
を
行
使
で
き
る
と
規
定
し
て
い
た
（
七
条
）
。
し
か
し
、
二

0
0
三
年
四
月
二
三
日
の
法
改
正
に
よ
り
、
容
疑
者
が
外
国
人
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
者
が
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
所
在
す
る
と
き
の
み
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
裁
判
所
は
管
轄
権
を
行
使
し
う
る
と
さ
れ
た
。
な
お
、
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
重
罪
院
は
、
二

0
0
一
年
六
月
八
日
に
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
逃
れ
て
い
た
四
人
の
ル
ワ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
当
該
ベ
ル
ギ
ー
法
の
適
用
に
よ

り
、
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
複
数
の
訴
因
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。
当
該
ベ
ル
ギ
ー
法
に
つ
い
て
は
、
村
上
太
郎
「
国
際
人
道
法
の

重
大
な
違
反
の
処
罰
に
関
す
る
1
9
9
3
¥
 1
9
9
9

年
ベ
ル
ギ
ー
法
①
②
・
完
」
「
一
橋
法
学
』
第
二
巻
二
号
（
二

0
0
三
年
）
、
三
八
五
ー
四
一
九
頁
、

三
号
（
二

0
0
三
年
）
、
二
五
五
ー
ニ
八
五
頁
。

(131) 
K
r
e
s
s
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 
105, p. 
1
7
1
.
 

(132) 
K
r
e
s
s
,
 i
b
i
d
.
,
 
p. 
172. 

(
1
3
3
)
I
C
T
R
規
程
は
、

I
C
T
R
と
国
内
裁
判
所
の
管
轄
権
の
競
合
を
認
め
た
上
で
（
八
条
一
項
）
、

I
C
T
R
が
国
家
の
国
内
裁
判
所
に
優
越

す
る
と
規
定
し
て
い
る
（
八
条
二
項
）
。
実
際
に
、
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
主
に

I
C
T
R
と

ル
ワ
ン
ダ
国
内
裁
判
所
の
双
方
で
審
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
重
要
な
犯
罪
人
に
つ
い
て
は
I
C
T
R
に
お
い
て
扱
う
傾
向
に
あ
る
。

I
C
T
R
と

国
内
裁
判
所
の
管
轄
権
の
競
合
に
つ
い
て
は
、
坂
本
一
也
「
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
T
R
)
と
国
内
裁
判
所
と
の
共
生
」
『
九
州
国

際
大
学
法
学
論
集
」
第
七
巻
ニ
・
三
合
併
号
（
二

0
0
一
年
）
、
七
三
-
1
0
七
頁
。

関
法
第
五
五
巻
六
号

い
く
つ
か
の
困
難
な
点
は
あ
る
に
せ
よ
、
今
日
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦



非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪

慣
習
法
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
結
晶
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦
争

犯
罪
と
通
常
の
犯
罪
を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
、
関
連
性
の
要
件
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
適
用
基
準
が
曖
昧
で
あ
る
点
は
、
今
後
の
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
将
来
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
も
問
題
点
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
、
国
内
法
に
よ
る
処
罰
の
問
題
は
、
国
際

裁
判
所
と
国
内
裁
判
所
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
の
か
と
い
う
点
に
至
り
、
結
局
は
戦
争
犯
罪
人
を
ど
の
法
に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
処
罰
す
べ

き
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は

I
C
C
が
実
際
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
事
態
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
特
に
重

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
検
討
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
ま
ず
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
の
区
別
及
び
非
国

(134) 

際
的
武
力
紛
争
と
武
力
紛
争
に
至
ら
な
い
騒
擾
な
ど
の
事
態
と
の
区
別
を
ど
こ
で
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
適
用
法
規
が
武
力
紛

争
の
性
質
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
騒
擾
な
ど
の
事
態
は
国
際
人
道
法
の
適
用
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
こ
の
点
は

実
際
に
法
を
適
用
す
る
に
際
に
は
必
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
適
用
法
規
に
つ
い
て
い
え
ば
、
国
際
人
道
法
と

(135) 

人
権
法
の
適
用
が
競
合
す
る
場
合
に
い
ず
れ
が
優
先
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法

(136) 

は
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
人
権
法
の
補
完
的
役
割
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、
こ
れ
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
人

道
に
対
す
る
罪
及
び
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
と
戦
争
犯
罪
の
区
別
も
検
討
す
べ
き
点
で
あ
る
。
と
く
に
人
道
に
対
す
る
罪
と
戦
争
犯
罪
の
区
別

(137) 

は
難
し
く
重
複
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
に
、

I
C
T
R
に
お
い
て
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
行
為
が
人
道
に
対
す
る

罪
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
及
び
戦
争
犯
罪
の
す
べ
て
に
つ
き
有
罪
と
さ
れ
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
犯
罪
と
し
て

独
自
の
構
成
要
件
を
有
し
て
い
る
限
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
犯
罪
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
困
難
な
問
題
点
と
し
て

(138) 

は
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
時
復
仇
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
反
徒
に
対
す
る
復
仇
ま
た
は
反
徒
に
よ
る
復
仇
が
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ

~ 
（
一
七
ニ
―
)



(134) 

(135) 

れ
る
国
際
人
道
法
に
お
い
て
現
実
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ニ
四

（
一
七
二
二
）

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
場
合
は
一
般
住
民
と
武
装
集
団
の
区
別
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
た
め
に
問

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
適
用
を
拒
む
国
家
の
態
度

が
大
き
な
壁
と
な
り
発
展
を
阻
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

I
C
C
規
程
の
起
草
過
程
に
お
い
て
反
対
し
た
の
は
現
に
非
国
際
的

武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
発
生
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
共
通
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
を
適
用
す
る
こ
と
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
な
い
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
制
度
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
在
の
武
力
紛
争
の
多
く
が
非
国
際
的
武
力
紛

争
で
あ
る
点
か
ら
見
て
も
望
ま
し
い
と
い
え
る
。
戦
争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
に
は
、
国
際
裁
判
所
や
第
三
国
裁
判
所
だ
け
で
な
く
、
ま
ず

当
事
国
の
協
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
違
反
者
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ

こ
の
点
を
検
討
す
る
文
献
は
多
く
あ
る
が
、
主
に
次
の
も
の
が
詳
し
い
。

M
o
m
t
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z
,
supra note 1
2
4
,
 
p
p
.
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-
6
9
,
 
Kress, 
ibid, p
p
.
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1
4
-
1
2
1
.
 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

H-P.
Gasser, 
"International 
humanitarian l
a
w
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n
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u
m
a
n
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l
a
w
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n
o
n
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a
r
m
e
d
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t
u
a
l
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"
,
 

G
e
r
m
a
n
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e
a
r
b
o
o
k
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f
 International L
a
w
,
 2
0
0
2
,
 p
p
.
 1
4
9
-
1
6
2
,
 

薬
師
寺
公
夫
「
国

際
人
権
法
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
法
の
時
間
的
・
場
所
的
・
人
的
適
用
範
囲
の
重
複
と
そ
の
問
題
点
」
村
瀬
信
也
•
真
山
全
編
「
武
力
紛
争
の
国
際
法
」

東
信
堂
、
二

0
0
四
年
、
二
五
三
ー
ニ
五
六
頁
。

(136)

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
人
権
法
の
補
完
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
注
(134)
の
文
献
の
ほ
か
に
、

Bothe,
supra note 1
0
7
,
 
p
p
.
 9
5
-
9
6
,
 藤

田
、
前
掲
書
、
注
(
1
)
、
三

0
0
頁。

(137)

真
山
、
前
傾
論
文
、
注
(
5
3
)
―
ニ
ニ
ー
―
二
五
頁
、

Kress,
supra note 1
0
5
,
 
p
p
.
 1
2
7ー

1
3
0
.

(138) 

Kress, 
ibid., p
p
.
 1
5
3
-
1
5
7
.
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